
小板井屋敷遺跡 5

　　　　　　　　　　福岡県小郡市小板井所在遺跡の調査報告　　　　　　　　　　　　　

　
小郡市文化財調査報告書　第 278集

　

２０１４
小郡市教育委員会

こ　　いた　い　 や   しき　　い    せき





序 文

　小郡市では、北部の宅地開発や北東部、中南部における工業団地の開発が相次いで行われ、これに
伴う交通網の整備、さらなる宅地開発なども進行しており、今なお発展を続けております。
　小板井地区は平成 19 年度に市街化区域に編入され、近年宅地・商業施設の開発がめざましく進展
している地域の一つであります。それに伴って発掘調査が集中し、小郡市の歴史を探るための様々な
資料が発見されています。
　ここに報告する「小板井屋敷遺跡５」は、小郡市教育委員会が平成 23・24 年度に実施した埋蔵
文化財発掘調査の成果です。弥生時代から近世にわたる多くの遺構・遺物が確認されました。残念な
がら、開発のため遺跡は消失することとなりましたが、今回の調査成果が、歴史資料として活用され
るとともに、さらなる文化財保護への理解の向上に役立つことを願っております。
　最後になりましたが、今回の発掘調査にあたっては地権者の吉田健次氏、三栄ホーム株式会社、調
査にご理解とご協力いただいた小板井区の皆様、現地で発掘調査にあたった皆様、発掘調査を進めて
いくうえでお世話になった方々に深く感謝を申し上げます。今後とも小郡市の文化財保護行政に対す
るご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

　　平成 26 年 3 月 31 日
小郡市教育委員会

　教育長　清武　輝

１．本書は、小郡市小板井に所在する「周知の埋蔵文化財包蔵地　小板井屋敷遺跡」において、共同住宅
及び宅地開発に伴い、小郡市教育委員会が受託契約によって発掘調査を行った小板井屋敷遺跡５の調
査報告書である。

２．小板井屋敷遺跡５は小郡市小板井字屋敷に所在する。
３．本調査は姫野久恵（A・C 区）、西江幸子（B 区）、坂井貴志（D 区）が担当した。
４．本書に掲載した遺構の実測は、調査担当者及び調査参加者が行い、製図は姫野・宮崎美穂子が行った。
５．遺構の個別写真の撮影は調査担当者が行い、全景写真は、有限会社空中写真企画に委託した。遺物の

写真撮影は有限会社文化財写真工房に委託した。
６．本書に掲載している遺物の洗浄・復元は、衛藤千嘉子・佐々木智子・永倉さゆみ・平嶋直美・南條由

美の協力を得た。遺物実測・製図は今村杏奈（A・B・D 区）・久住愛子（石器・土製品・金属製品）・
白木千里（C 区、B 区の溝・小児棺）が行った。

７．本書で使用する遺構に略語として冠した記号は以下を用いている。
ST：甕棺墓　SF：祭祀土坑　SC：住居跡　SB：掘立柱建物跡　SK：土坑　SV：周溝状遺構　SD：溝
P：ピット　

８．図版中の遺物に付されている番号は、本文中の挿図番号に対応する。
９．本書で使用した座標は世界測地系に拠っており、遺構図中の方位は座標北を示す。
10．本書に掲載した遺構実測図・遺物実測図・写真は、小郡市埋蔵文化財調査センターにて保管している。
11．本書の執筆・編集は姫野が行った。
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第１章　はじめに

１. 調査に至る経緯
　小板井屋敷遺跡５の調査は、平成 21 年 7 月 29 日付けで地権者の吉田健次氏より、小郡市教育委
員会に対して、小郡市小板井字屋敷 64 － 1、65 － 4、86 － 2、86 － 3、86 － 4 において、共同
住宅の建設及び市道の新設工事に伴い、予定地内の埋蔵文化財の有無について照会・事前審査願いが
届出されたことを端緒とする（審査番号 9028）。それを受け、平成 21 年 9 月 8 日に試掘調査を実
施し申請地内に遺跡が確認された。この成果をもとに地権者と協議を行った。その結果、建物基礎部
分が遺構面まで達する上、建物の構造上、設計変更もできないことから、やむを得ず遺跡が破壊され
る部分について発掘調査を行い、記録保存を測ることとなった。

２. 調査の経過
　平成 24 年 1 月 6 日に３ヶ年度（平成 23・24 年度調査、25 年度整理作業及び調査報告書作成）
にわたる埋蔵文化財発掘調査の委託契約を締結し、これを受け同年１月 12 日～５月 18 日まで現地
調査を実施した。調査の主な経過は以下のとおりである。

1/10 座標及びレベル移動　1/12 ～ 1/18 B → A → C 区の順で表土剥ぎ　1/18 発掘作業員による人力での掘削
及び検出作業開始（C 区より）1/26 C 区 SD02 完掘　2/16 C 区 SD01 完掘　2/24 C 区 SV01 完掘　3/1 ～ 3/6
雨天により作業が中断　3/7 西江調査に合流（B 区担当）及び発掘作業員の増員　3/9 A 区作業開始、労災事故
が発生、危機管理を徹底し安全に努める　3/27 B 区作業終了、作業終了に伴い西江離脱　4/6 A、B、C 区バル
ーンによる全体撮影　4/9 坂井合流（D 区担当）、D 区表土剥ぎ開始、プレハブ・トイレの移動　4/10 B 区、D
区の表土剥ぎと併せて埋戻しを開始　4/11 D 区表土剥ぎ一部を残して終了　4/18 D 区の残りの表土剥ぎ開始、
C 区西より埋戻し開始　4/20 埋戻し終了　5/8 A 区全体図測量　5/10 バルーンによる A 区、D 区の全体写真撮
影　5/11A 区調査終了　5/15 D 区調査終了　5/16 ～ 5/18 埋戻し、小板井屋敷遺跡５の引き渡し、調査のすべ
てを完了する

３. 調査体制
　小郡市教育委員会　教 育 長　   清武　輝
　　　　　　　　　　教育部長    吉浦　大志博（～平成 25 年 3 月 31 日）
　　　　　　　　　　　　　　    佐藤　秀行　  （平成 25 年 4 月 1 日～）
　　　　　　　　　　課  長　 片岡　宏二
　　　　　　　　　　係  長　 柏原　孝俊
　　　　　　　　　　技  師　 西江　幸子　 （B 区調査・整理担当）
　　　　　　　　　　嘱  託　 坂井　貴志　 （D 区調査担当）
　　　　　　　　　　　　　　     姫野　久恵　 （調査、整理、編集担当）

発掘従事者
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第２章　位置と環境

　小板井屋敷遺跡５は小郡市の中央を南北に貫流する宝満川の西岸に位置し、市北部の丘陵地から、
なだらかに続く低台地の縁辺部に所在する。また、当遺跡西側には埋没谷を挟んで小板井蓮輪遺跡（②）
が存在する。現況面での標高は 12.60 ～ 12.75 ｍ前後である。遺跡の北から東側には段丘崖が残っ
ており、築地川を望む立地である。（第１・２図）。
　小板井屋敷遺跡（①）は、平成９年に１次調査を実施。それ以降計４回の調査が実施されている。
１次調査（市報告 139 集）は本調査地南西に位置し、弥生時代中期後半、後期後半～古墳時代初頭
の集落跡が、２次調査（市報告 253 集）では、飛鳥・奈良時代の集落跡や、鎌倉～室町時代、江戸
時代の溝が検出されている。３次調査（市報告 264 集）は、２次調査の南側に位置し中近世の大溝



- 2 -

を検出した。４次調査（市報告 269 集）は遺跡北端に位置し、古墳時代前期、後期の土坑や住居が
確認されている。また、５次調査後、平成２５年４～８月に６～８次調査が相次いで隣接地において
行われており、狭域な調査区ではあるが５次調査と同時期の遺構が確認されている。
　以下、当遺跡周辺に分布する遺跡を中心に歴史的環境を時期毎に概観していく。
　旧石器時代・縄文時代の遺跡は希薄ではあるが、小板井京塚遺跡（③）において剥片尖頭器が確認
されている。また、小郡中尾遺跡（④）、大板井遺跡（⑤）、大崎井牟田遺跡（⑥）などで押型文土器
が確認され、特に大崎井牟田遺跡においては石組炉に伴う出土として注目される。
　弥生時代になると人々の活動が活発化する。特に小郡・大板井地域は中核集落として前期～後期に
至るまで展開する。まず前期中葉から、大板井遺跡（⑤）において貯蔵穴が多数認められ住居跡も確
認されている。中期前半になると同遺跡の集落の規模が飛躍的に増大し、甕棺墓などの墓域も形成さ
れる。そのほかの中期～後期の遺跡として大崎中ノ前遺跡（⑦）、大崎遺跡（⑧）、小郡若山遺跡（⑨）、
小郡遺跡（⑩）、大崎後原遺跡１・２（⑪）、小板井屋敷（①）、寺福童遺跡（⑫）、大崎小園遺跡（⑬）
など多くの集落が確認されている。そのなかでも大崎中ノ前遺跡２（中期前半～後期初頭の集落跡）
では、土坑より赤・黒漆塗り木製品や鍬など木製品が多数出土しており、注目される遺跡であろう。
小板井屋敷遺跡１では、中期中頃の土坑が確認されている。寺福童遺跡５では弥生時代から古墳時代
まで続く墓域が確認された。
　古墳時代初頭から前期の遺跡として、大崎小園遺跡、小板井屋敷遺跡、大崎中ノ前遺跡、福童町遺
跡（⑭）などが挙げられる。大崎小園遺跡１・３では庄内式系・布留式系土器といった畿内系の土器
を伴った住居跡が検出され、他の地域との交流が想定される。だが、一方では福童町遺跡１のように
在地系の土器しか出土しない集落もある。当該期の周辺の墓域として、寺福童遺跡１があり、方形周
溝墓が確認されている。中期では、小郡市では小規模散在型の集落形態を成し、古墳時代後期になる
と集落の数が大幅に増加する。宝満川下流西岸の集落は、沖積地を望む丘陵縁辺部の開析された台地
を中心として６世紀以降継続的に営まれ、東岸部と同様に７世紀初頭前後を画期として中位段丘から

第 1 図　周辺遺跡分布図（1/25,000）
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①小板井屋敷遺跡
②小板井蓮輪遺跡
③小板井京塚遺跡
④小郡中尾遺跡
⑤大板井遺跡
⑥大崎井牟田遺跡
⑦大崎中ノ前遺跡
⑧大崎遺跡
⑨小郡若山遺跡
⑩小郡遺跡
⑪大崎後原遺跡
⑫寺福童遺跡
⑬大崎小園遺跡
⑭福童町遺跡
⑮小郡前伏遺跡
⑯上岩田遺跡
⑰井上廃寺
⑱稲吉元矢次遺跡
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低位段丘上に集落域を拡大、新たな集落を展開している。
　古代では、当遺跡より約１ｋｍ北に御原郡衙に比定される小郡官衙遺跡（⑩）がある。コ字型に配
された郡庁跡や正倉とみられる倉庫群など機能的に整然と配置し、郡衙の構造を知る上で欠く事ので
きない重要な遺跡といえる。関連して、小郡前伏遺跡（⑮）では郡庁に至る道路状遺構が、大板井遺
跡では４×５間の総柱建物跡が３棟検出されている。上岩田遺跡（⑯）では、大型の掘立柱建物跡が
多数とその中心的な建物が基壇遺構上に確認され、その周辺からは山田寺系棰先瓦や鬼板瓦が出土す
ることから近接して位置する７世紀末から８世紀初頭に築造された井上廃寺（⑰）に先行する寺院と
見られている。
　中世では、宝満川の自然堤防上に立地し、方形溝で区画された集落がある稲吉元矢次遺跡（⑱）が
知られている。龍泉窯や同安窯の青磁類が多数出土している。また、当遺跡に近接する小板井屋敷遺
跡 1 からも龍泉窯系青磁が井戸から出土し、当遺跡を含めた小板井地区に中世期の集落が広範囲に
広がっていることが予想される。
　近世では、久留米から山家までの横隈街道（旧筑前街道）や、肥前田代方面から小郡・大板井・井
上を経由して英彦山への参詣道として利用された彦山道
など、大道（街道）や横道（小道）が小板井地区周辺に
おいても整備されている。当該地域周辺においても、近
世代の遺物や遺構が確認されていることから当時の賑わ
いが想像できよう。
　このように当遺跡周辺は文化財の宝庫であり、当地域
もその一つと数えられるものである。

第３章　調査の内容

１. 調査の概要
　遺跡は現地表高 12.60 ～ 12.75 ｍ前後、遺構検出面で
12.00 ～ 11.90 ｍ前後を測る。東に向かい低くなってい
く。
　基本層所は上層が耕作土層（約 20㎝前後の堆積）、暗
灰黄褐色・暗灰茶褐色層で弥生～中近世まで多くの遺物
を含む土層、その下で暗茶褐色・黄褐色の地山土、遺構
面となる。遺構検出面までの深さは 60 ～ 90㎝前後を測
る。
　調査区は A 区、B 区、C 区を先に調査し、倉庫撤去後、B・
C 区の埋戻しと併せて、D 区の表土剥ぎを行った。
　検出した遺構については各章で報告する。

２. 報告に際して
（１）住居跡（SC）

検出して住居跡とした遺構は総数 29 軒を数える。Ａ区とＣ区で検出した。住居形態は各種あり、
時期も弥生・時代中期～後期に及ぶ。以下では、表形式で説明を行うが、留意点は次のとおりである。

①　『貼床の有無』は、貼床と考えられる硬化する面である。
②　『長軸』・『短軸』の計測値は個々の最大値で、単位はｍ。「（数値）」は残存状況での数値である。
③　『深さ』は検出面から貼床面までの深さである。「（数値）」は、検出面から、完掘面の深さである。

また深さの左側の数値は、「検出面から貼床面」までの深さで、右側は「貼床面から完掘」まで
の深さである。単位はｍ。

④　『主柱穴』は主柱穴と考えられる柱穴の数。
⑤　『火床施設』は住居内の火床施設でカマド及び炉跡等である。
⑥　『長軸方位』は長軸が北から東西方向に何度傾いているかを示している。
⑦　『先』はその遺構に切り合い関係上先行する遺構で、『後』は同じく後出する遺構である。
⑧　『出土遺物』のうち『土器』は、遺構における出土層位、位置を主に記載した。出土層位、位

置は、覆土中、床下層、カマド及び炉跡等に分かれている。『その他の遺物』は、石器、金属器、

第２図　調査地位置図（1/5000）

小板井蓮輪遺跡

屋敷4

屋敷3

屋敷1

屋敷2

蓮輪３

小板井屋敷遺跡

屋敷5

蓮輪１

蓮輪２

100m0



- 4 -

土製品等の出土点数と出土層位、位置を記載した。特に触れていないものは覆土中の出土である。
これら『出土遺物』についての法量等の詳細は出土遺物観察表（p.67 ～ p.75）を参照願いたい。

⑨　住居跡の遺構実測は各区ごとに掲載。出土遺物実測図についても同じである。

（２）祭祀土坑（SF）
　検出し、祭祀土坑とした遺構は５基を数える。また B 区のみで確認された。上記の遺構同様、表
形式で説明を行う。留意点は以下のとおりである。

①　『長軸』・『短軸』・『深さ』の計測値は個々の最大値で、単位はｍ。また、「（数値）」は残存状
況での数値である

②　『長軸方位』は長軸が北から東西方向に何度傾いているかを示している。
③　『先』はその遺構に切り合い関係上先行する遺構で、『後』は同じく後出する遺構である。
④　『出土遺物』のうち『土器』は、遺構における出土層位、位置を主に記載した。出土層位、位

置は、覆土中（上層・下層）等に分けている。『その他の遺物』は石製品、金属器、土製品等の
出土点数と出土部位を記載した。特に触れないものは覆土中の出土である。これら『出土遺物』
についての法量等の詳細は出土遺物観察表（p.67 ～ p.69）を参照願いたい。

⑤　祭祀土坑の遺構実測図は、第 5 章の 2 に掲載。出土遺物実測図についても同じである。

（３）土坑（SK）
　検出し、土坑とした遺構は総数 41 軒を数え、時期も多期にわたる。上記の遺構同様、表形式で説
明を行う。留意点①～③は祭祀土坑①～③と同じとする。

④　『出土遺物』のうち『土器』は、遺構における出土層位、位置を主に記載した。出土層位、位置は、
覆土中（上層・下層）等に分けている。『その他の遺物』は石製品、金属器、土製品等の出土点
数と出土層位、位置を記載した。特に触れないものは覆土中の出土である。これら『出土遺物』
についての法量等の詳細は出土遺物観察表（p.67 ～ p.75）を参照願いたい。

⑤　土坑の遺構実測図は、各区ごとに掲載。出土遺物実測図についても同じである。

（４）井戸（SE）
　検出し、井戸とした遺構は５基を数え、D 区のみで確認された。上記遺構同様、表形式で説明を行
う。留意点は以下のとおりである。
　①　『長軸』・『短軸』・『深さ』の計測値は個々の最大値で、単位は m。また、「（数値）」は残存状

況での数値である。『長軸』・『短軸』ともに同じ数値の場合は、南北軸＝『長軸』、東西軸＝『短
軸』とした。

②　井戸の遺構実測図は、p.59 に掲載。出土遺物実測図については p.61、p.62 に掲載している。
　③　『長軸方位』、『主な遺構との先後関係』、『出土遺物』については、「（１）住居跡の⑥～⑧」と

同じである。

（５）溝（SD）
　検出し、溝とした遺構は総数 28 条を数える。上記の遺構同様、表形式で説明を行う。留意点は以
下のとおりである。
　①　『長軸』・『幅』・『深さ』の計測値は個々の最大値で、単位はｍ。また、「（数値）」は残存状況で

の数値である。
②　溝の遺構実測図は、Ａ区 p.12、Ｂ区 p.31、Ｃ区 p.55、Ｄ区 p.64 に掲載。出土遺物実測図に

ついては p.13 ～ 14、p.32、p.56、p.64 ～ 65 に掲載している。
　③　『主な遺構との先後関係』、『出土遺物』については、「（１）住居の⑥～⑧」と同じである。

第４章　A区の遺構と遺物

　A 区で検出した遺構は住居跡 11 軒、掘立柱建物跡 1 棟、土坑 3 基、溝 3 条、その他ピット約 30
基である。以下、住居跡・土坑・溝は表形式で、掘立柱建物跡、ピット群については文章で報告する。
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Ａ区 １ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

長方形 あり 1？ ― 90° 後

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

概要

Ａ区 ２ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形 あり 1？ ― N‐51°‐W 後

概要

Ａ区 ３ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD02・03、SC12・11

長方形？ ― ― ― N‐75.5°‐W 後

概要

Ａ区 ５ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・02、SK02

長方形 あり ― N‐46°‐E 後 SC06・07・08

概要

Ａ区 ６ 号住居跡 第７図／図版２ 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SC02・05

方形 あり ― ― N‐48°‐E 後

概要

Ａ区 ７ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・02、SC05

不明 あり ― 炉か？ N‐73°‐E 後

概要

Ａ区 ８ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD02、SK02、SC05

不明 ― ― ― ― ― ― 後

概要

構造

出土
遺物

調査区北東隅で検出し、大半が調査区外へと広がる住居である。西側はSC05、南側はSD02に切られ全容は不明。住居
としたのは、調査区北壁とわずかに貼床と思われる硬化する面を確認できたからである。

深さ

(0.06～0.10)

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物なし出土遺物は微量。いずれも図示するに至らなかったが、外面にﾀ
ﾀｷが残る甕の破片などから弥生終末前後に比定される。

土器[第 － 図／図版 ‐ ]

構造

出土
遺物

深さ

深さ
構造

埦形タイプの高坏の脚部と鉢が出土している。鉢は非常に薄手
で内面ﾊｹﾒ、外面はﾐｶﾞｷ調整。丹塗りを施す。

構造

出土
遺物

出土
遺物

住居北側をSC05に切られ、南側が調査区外へ広がる住居である、貼床検出面で柱穴を2基検出したが主柱穴の可能性
は低い。また、東側壁面にテラス状の段をもつ。下層遺構は東西住居壁面に沿って溝状に掘り込まれている。

深さ

その他の遺物[第１２図／図版８]

砥石が出土している。砥面はほぼ全面に及ぶ。弥生中期末～後期初頭に比定される土器が出土している。

出土遺物は７以外は微量でいずれも細片である。7は貼床面から
の出土でピット上面から検出した。

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

住居は、SD01・02に分断される形で検出。北側・中央部分では、表土剥ぎ時に掘削しすぎたため、上層を削平してし
まい、貼床が確認できたのは、住居の南側のみである。

3は動物形の土製品の胴部である。脚が短く腹部が鈍
重を呈するため豚の可能性が高い。

その他の遺物[第１３図／図版 - ]

土器[第１１図／図版４]

出土
遺物

周辺遺構に切られ、また、上層を表土剥ぎ時に掘削しすぎたため、住居の全容は不明である。

住居の北側がSC01に切られ南側は調査区外へと広がる。貼床と思われる硬化する面を検出し、そのほぼ直上で土器が
多く出土している。主柱穴は貼床面では確認できず、貼床掘削後に主柱穴と考えられる柱穴を検出した。

構造
深さ

（0.10）

構造

出土
遺物

構造

出土
遺物

深さ

深さ

住居北西部分はSD01に切られ南東隅部分は調査区外へと広がる。硬化する貼床と考えられる面を検出した。その面に
おいて、主柱穴と考えられる柱穴を住居のほぼ中央に１基確認できた。下層遺構は、西側から北東側にかけて掘り込
まれ、また北東側は土坑状に掘り込まれている。

土器[第５図／図版４] その他の遺物[第１３図／図版８]

住居は大半を他遺構に切られ全容は不明である。検出できたのは住居南側のみである。また、住居壁面に沿うように
焼土を確認した。時期は弥生終末期であろう。

付図／図版‐

第３図／図版２　

第４図／図版２

第６図／図版‐　　　

第６図／図版２

第７図／図版２　　

出土遺物なし外面下半にﾍﾗｹｽﾞﾘを施した甕やﾀﾀｷを施した鉢などが出土してい
る。弥生後期末から古墳初頭と比定されよう。

貼床より多くの遺物が出土。外面格子目ﾀﾀｷを施した韓式系土器
の鉢が出土していることは特筆すべき点であろう。弥生後期終
末から古墳初頭に比定される。

不明土製品と、鉄鏃が出土。

土器[第 － 図／図版 ‐ ]

弥生土器片が少量出土。いずれも図示するに至らなかった。時
期は弥生中期後葉以降に比定される。

土器[第１１図／図版 ‐ ]

土器[第１１図／図版 ‐ ]

土器[第５図／図版４]

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]
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第３図　Ａ区１号住居跡遺構実測図（1/60）
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D
D
′

A
A
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CC′

E E′

B
B
′

SC01
 1 灰茶褐色土（黄褐色砂質ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。しまりなし。粘質弱。)
 2 暗灰褐色土（黄褐色砂質ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。しまりなし。粘質弱。)
 3 明茶褐色土（黄褐色砂質ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。)

SD01

S
D
0
1

SC01

2m0

Ａ区 ９ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01、SB01

方形か？ あり ― 炉か？ N‐68°‐W 後

概要

Ａ区 １１ 号住居跡 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD02、SC12

方形 ― ― ― N‐60°‐E 後

概要

Ａ区 １２ 号住居跡

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形か？ ― ― ― N‐72°‐E 後 SC11、SC13

概要

Ａ区 １３ 号住居跡

平面形態 貼床 長軸 東西軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01、SD02、SC07

方形か？ ― ― ― N‐75°‐W 後

概要

出土
遺物

住居の北東隅コーナー部分を検出した。住居の全容は不明である。

構造

主な遺構との先後関係

検出できたのは住居西南隅部分であろう。上層を表土剥ぎ時に掘りすぎ、大半が他の遺構に切られるため、全容は不
明である。住居西側において住居壁面に沿うように溝状の掘り込みが確認できた。

出土
遺物

主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

深さ

(0.08～0.10)

(0.06～0.10)

深さ

住居の北東隅部分のみを検出した。住居の全容は不明である。

第８図／図版‐

第８図／図版‐

出土遺物なし 出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物は微量で、細片である。弥生中期後葉以降であろう。 出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

弥生土器の口縁部片が出土。弥生中期後葉に比定されよう。

構造

構造

出土
遺物

深さ

深さ

(0.05～0.10)

第８図／図版‐

北側はSD01に切られ、南側は調査区外へと広がり、全容は不明である。表土剥ぎ時掘りすぎの為、一部貼床が露呈し
ている状態で検出。さらに、雨天後の精査時に住居西側ﾗｲﾝが消失したため、調査区南壁面より住居西側を復元し
た。火床施設は確認できなかったが、東側において焼土を検出した。何らかの火床施設が存在した可能性がある。

土器[第１１図／図版４]

9は、外面丹塗りで、口縁部に穿孔が確認できる。時期は弥生中
期末と比定されよう。

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]土器[第１１図／図版 ‐ ]

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

第７図／図版‐　　
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２. 掘立柱建物跡（ＳＢ）（第 8 図／図版－）
　１号掘立柱建物跡はＡ区南西で検出した。北側を１号溝に、東側を９号住居跡に切られ南側は調査
区外へと広がり、極めて残存状況が悪い。確認できたのは建物の北側で、規模は柱間 3 間であろう。
   出土遺物（第 11 図／図版－）
　出土遺物は弥生土器の小片などあるが、図化するに至ったのはＰ - １の出土遺物のみである。11
は弥生土器鉢片で内外面ハケメ調整を施している。時期は弥生中期以降であろう。

第４図　Ａ区２号　住居跡遺構実測図（1/60）

第５図　Ａ区 1・２号住居跡出土遺物実測図（1/4）
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第６図　Ａ区３・５号住居跡遺構実測図（1/60）
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第７図　Ａ区６・９・７号住居跡遺構実測図（６, ９は 1/60、７は 1/40）
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SC06
 1 灰褐色土
 2 明灰褐色土
 3 明灰褐色土
 4 明灰褐色土
 5 明灰黄褐色土（3～8㎝の黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。しまり弱、粘質弱、土器をわず　
かに含む。)
 6 明灰褐色土（淡黒褐色土をやや多く含む。しまり弱、粘質あり、土器をやや多く含む。)
 7 淡灰黄褐色土（3～6㎝の茶褐色地山をﾌﾞﾛｯｸ状に微量含む。固くしまる。)
 8 暗灰黄褐色土（黄褐色地山をまだらに少量含む。やや固くしまる、粘質弱。)
 9 淡暗灰黄褐色土（黄褐色地山土をまだらに非常に多く含む。)
10 暗灰褐色土（しまり弱、粘質弱。)

SC09
 1 灰褐色土（土器等をやや多く含む。現代の耕作土。)
 2 暗灰茶褐色土（土器をやや多く含む。1層土を少量含む。)
 3 暗灰黄褐色土（黄褐色土をﾌﾞﾛｯｸ状に少量含む。)
 4 暗灰黄褐色土（3層土より暗。黄褐色土を含まない。)
 5 暗灰褐色土（2～4cmの淡黒色ﾌﾞﾛｯｸ土を少量含む。しまりなし。粘質弱。)
 6 暗灰褐色土（焼土を非常に多く含む。しまりなし。粘質弱。)
 7 暗灰褐色土（5層土より暗。ﾌﾞﾛｯｸ土は含まない。しまりなし。粘質弱。)
 8 暗灰褐色土（5、7層土より褐色が強い。黄褐色地山土を少量含む。ややし
　まる。)
 9 暗灰褐色土（5層土に近いがﾌﾞﾛｯｸ土を含まない。しまりなし。粘質ややあ
　り。)
10 暗灰褐色土（7、8層土に近いが褐色が弱い。しまりなし。明茶褐色地山を
　少量含む。)
11 灰黄褐色土（黄褐色砂質地山土をやや多く含む。掘削時には検出できなか
　ったが壁溝の可能性あり。)
12 淡黒色＋淡灰褐色土＋黄褐色地山の混じり土（固くしまる)
13 淡灰褐色土＋明茶褐色地山＋淡黒色土の混じり土（固くしまる)
14 淡灰褐色土＋黄褐色地山＋明茶褐色地山の混じり土（非常に固くしまる)
15 淡灰褐色土（明茶褐色土に淡黒色土をﾌﾞﾛｯｸ状にやや多く含み固くしまる。）
16 黄褐色砂質地山土＋淡灰褐色土＋淡黒色土（固くしまる)
17 淡灰褐色土（淡黒色ﾌﾞﾛｯｸを少量、黄褐色砂質地山土を微量に含む。固くし
　まる。)
18 淡灰褐色土（黄褐色砂質地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む、固くしまる。)
19 暗淡灰褐色土（淡黒色ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含み黄褐色砂質地山を多く含む固く
　しまる。)
20 暗灰褐色土（ややしまる)
21 暗黄褐色砂質土（淡灰褐色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。固くしまる。)

11 淡明灰黄褐色土＋黄褐色地山砂質土（非常に固くしまる、粘質弱。）
12 淡明灰黄褐色土＋茶褐色地山土（黄褐色砂質地山土を少量含む、ややしまる、粘質弱。）
13 淡明灰黄褐色土＋黄褐色地山砂質土（ややしまる、粘質弱。）
14 黄褐色砂質地山土＋淡灰色＋茶褐色地山土（非常に固くしまる）
15 淡明灰褐色土＋茶褐色地山土（黄褐色砂質地山を少量含む、非常に固くしまる。)
16 淡明灰黄褐色土（黄褐色地山土を少量、淡黒色土と微量に含む。非常に固くしまる、粘質弱。)
17 暗黄灰褐色土（やや硬くしまる、砂質土。)
18 29層土とほぼ同じ（29層土より褐色が強く、淡灰色の混じり弱。）
19 暗灰色土（黄褐色砂質地山を少量含む、ややしまる。)
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第８図　Ａ区１１～１３号住居跡（1/40）、1 号掘立柱建物跡遺構実測図（1/60）
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B B′ C′C D′D E′E
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SB01 P-1（E-E′）
 1 灰褐色土（しまりなし。)
 2 灰褐色土（黄褐色地山土を粒子状にやや多く含む。)
 3 暗黄灰褐色土（黄褐色砂質地山土を多く含む。しまる。)
 4 黄灰褐色土（黄褐色砂質地山土を非常に多く含む。)

SB01 P-3（C-C′）
 1 灰褐色土（砂質を非常に多く含む。固くしまる。)
 2 明灰褐色土（砂質を非常に多く含む。固くしまる。)
 3 淡灰褐色土（砂粒を非常に多く含む。しまりなし。)
 4 黄灰色土（砂質、黄褐色砂質地山土非常に多く含む。)
 5 暗黄灰色土（砂質、黄褐色砂質地山土非常に多く含む。やや固くしまる。)

SB01 P-2（D-D′）
 1 灰褐色土（砂質を非常に多く含む。)
 2 淡灰褐色土
 3 淡灰褐色土＋黄褐色砂質地山土混じり(砂質気味。固くしまる。)

SB01 P-4（B-B′）
 1 暗灰褐色土（砂質混じり。しまりなし。)
 2 暗灰褐色土（黄褐色地山砂質土を少量含む。)
 3 暗灰褐色土＋黄褐色地山砂質土の混じり土（粘質弱。)
 4 暗灰褐色土（砂質混じり。2層土に近い。)
 5 淡灰褐色土（砂質混じり。しまりなし。)
 6 黄褐色地山＋淡灰褐色土の混じり土
 7 黄灰褐色土（黄褐色地山土を非常に多く含む。流れ込みか。)
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第９図　Ａ区１～３号土坑遺構実測図（1/40）

２、土坑（SK）
Ａ区 １ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

やや方形 やや方形 （1.46） 0.20～0.32 N‐64.5°‐E 後

概要

Ａ区 ２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 SD02、

楕円 楕円 N‐78.5°‐E 後 SC05・08

概要

Ａ区 ３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 SD03、P003

円形 円形 0.10～0.20 N‐11°‐W 後

概要
他遺構に切られ、土坑北側にテラスをもつ。

土坑の南半分がSD02に切られ、全容は不明である。

第９図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物はわずかである。いずれも細片で図示するに至ら
なかった。時期は弥生中期後葉以降であろう。

出土遺物なし

南側が調査区外へと広がり全体形は不明だが、方形であろう。土坑東側にテラスをもち、中央部分が東西70㎝、南北
60㎝の楕円状に下がる。

第９図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第１２図／図版４]

遺物の出土はわずかである。外面をﾀﾀｷ調整している鉢片が
出土した。弥生後期終末以降であろう。

砥石が出土している。確認できた砥面は3面である。表
面に沈着物が見られる。

第９図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

少量の弥生土器片が出土した。時期は弥生中期後葉以降で
あろう。

出土遺物なし
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A A′
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BB′
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0
ｍ

11.900ｍ

12.000ｍ

11.900ｍ

SK01
 1 暗灰褐色土（砂質まじり。しまりなし。軟らかい。)
 2 淡灰黄褐色土（砂質まじり。しまりなし。軟らかい。)
 3 淡黄褐色砂質土（地山土に近い。茶褐色粘質地山ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。流れ込みか。)
 4 黄褐色砂質地山土＋淡灰黄褐色ブロックの混じり土
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Ａ区 １ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.50～0.90 逆台形状 N‐73.5°‐E 後 SC01・05・07・091・13、SB01

概要

Ａ区 ２ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

(15.86） 1.60～2.2 お椀形 N‐77°‐E 後 SC03・05・07・08・11～13、SD03

概要

Ａ区 ３ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

（2.76） 逆台形 N‐78.5°‐E 後 SC03、SK03

概要

第１０図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

その他の遺物[第１２図／図版　-　]

砥石と石鍋が出土している。石鍋は口縁部の破片で口縁に
工具痕が残る。砥石は被熱を受けた可能性あり。

出土遺物の量は多く、時期も様々である。SD02との先後
関係より17世紀以降には埋没したと考えられる。

土器[第１１図／図版 ‐ ]

調査区南側を東西方向に横断する溝である。溝の中央部付近西寄りにおいて30㎝大の石がまとまった状態で出土し
ている。何らかの石組遺構の可能性がある。検出標高は11.800ｍ。

第１０図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第１１図／図版 ‐ ] その他の遺物[第１２・１３図／図版８]

遺物の出土量は非常に多く、多期にわたる。時期は17世
紀以降であろう。

砥石、紡錘車、土錘、金属製品など多くの遺物が出土して
いる。

SD02に切られるため、全容は不明である。検出標高は11.900ｍ。

調査区ほぼ中央を東西方向に横断し、西側は北へｶｰﾌﾞする。検出標高は11.800ｍ～11.900ｍ。

第１０図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土は確認されなかった。 出土遺物なし

第１０図　Ａ区１～３号溝遺構実測図（1/40）
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12.000ｍ

12.000ｍ

B′B

A A′

B′B

A′A

C′C

C′C

NS

SD01
 1 暗灰色土（軟らかい。しまりなし。粘質弱。)

SD02B-B′
 1 明灰褐色土（粘質弱。砂質を少量含む。)
 2 灰褐色土（砂粒を多く含む。しまりなし。粘質弱。土器をやや多く含む。)
 3 暗灰褐色土（明茶褐色砂質土をやや多く含む。砂粒をやや多く含む。しまりなし。粘質弱。)
 4 暗灰褐色土（砂粒を非常に多く含む。黄褐色砂質土やや多く含む。)
 5 灰黄褐色土（やや大きい砂粒を非常に多く含む。固くしまる。粘質弱。)
 6 灰褐色土（明茶褐色砂質土・黄褐色砂質土をやや多く含む。砂粒を非常に多く含む。しまる。)
 7 暗灰黄褐色土（砂粒を非常に多く含む。)

SD02C-C′
 1 B-B′の2層土と同じ
 2 暗灰褐色土（砂粒を少量含む。しまりなし。粘質弱。軟らかい。)
 3 暗灰褐色土（砂粒を非常に多く含む。しまりあり。粘質弱。)
 4 灰褐色土（砂粒を非常に多く含む。しまりあり。粘質弱。黄褐色砂質を微量含む。)
 5 B-B′の3層土と同じ
 6 B-B′の6層土と同じ
 7 B-B′の5層土と同じ

SD01

SD01B-B′土層

SD02B-B′土層

SD02C-C′土層

SD03

SD02

2m0
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第１１図　Ａ区 5 ～ 7・9・12 号住居跡、1 号掘立柱建物跡、1・2 号溝出土遺物実測図（1/ ４）

第１２図　Ａ区出土石製品実測図（1/2,1/3[1,3]）
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５. ピット（Ｐ）（付図／－）
　検出したピットは、約 30 基である。そのうちの多くのピットから遺物が出土しているが、いずれ

も図示にいたらなかった。

第１３図　Ａ区出土土製品・金属製品実測図（1/2）
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第５章　B区の遺構と遺物

　B 区で検出した遺構は小児甕棺１基、祭祀土坑５基、土坑 10 基、溝 6 条、その他ピット 50 基である。
以下、表形式で報告する。表についての留意点は第３章２を参照。

１. 甕棺墓（ＳＴ）（第１４図／図版２）
　１号甕棺は３・４号溝に切られる形で検出した。甕棺の埋納角度は約 30°である。
　出土遺物（第１５図／４）
　上甕は底部が欠損している。内面に布あて具痕が残る。下甕はほぼ完形である。時期は弥生時代中
期中葉以降と比定される。
Ｂ区 １ 号祭祀土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.34～0.65 N- 23.5°‐E 後

概要

Ｂ区 ２ 号祭祀土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ N‐52.0°‐E 後

概要

Ｂ区 ３ 号祭祀土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ 0.26～0.57 N‐14.0°‐E 後

概要

Ｂ区 ４ 号祭祀土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ 0.09～0.38 N‐12.5°‐W 後

概要

Ｂ区 ５ 号祭祀土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.40～0.83 N‐9.5°‐W 後

概要
調査区西側隅中央で検出。南側から北側にかけて徐々に傾斜する壁面に二段掘りをした土坑である。土器は、南側か
ら北側にかけて徐々に傾斜する壁面に沿って土坑中央よりから出土した。

調査区中央で検出。東側隅と西側隅にピットをもち、これらのピットをテラス状の段でつないでいる土坑である。東
側隅のピットからは、残りがほぼ半分の甕が押しつぶされたような形で出土した。

第２２図／図版２ 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２４図／図版５] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

頸部に突帯を持つ壺や底部に丸みを持つ甕などが出土して
いる。時期は古墳初頭か？

図示できなかった。

調査区中央東側で検出。南側にかけてテラス状の段を持つ祭祀土坑である。特に、南側のテラス状の段上から、大量
の土器が出土した。また、土器とともに焼土も確認した。

第２２図／図版２ 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２３図／図版 -　] その他の遺物[第２５図／図版 － ]

やや多くの遺物が出土。器種も多種にわたる。時期は弥生
中期前葉～中葉と比定される。

黒曜石の剥片が3点出土している。

調査区南側中央で検出。北西側と南東側にテラス状の段を持つ祭祀土坑である。祭祀土坑中央の平坦面より、検出面
から埋土中にかけて大量の土器が出土した。

第２２図／図版２　　　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２３図／図版５] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

数多くの遺物が出土。器種は甕・壺・支脚など多種にわた
る。時期は弥生中期前葉～中葉に比定される。

図示できなかった。

調査区南側中央で検出。北側にテラス状の段を持つ二段掘りの土坑である。検出面から大量の土器を確認しており、
埋土中からも土坑全体から大量の土器が出土した。また、埋土中上位の北東部中央よりから、標高11.7ｍの地点で黒
曜石の原石を検出した。

第１８図／図版２　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第１９・２０図／図版５] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

数多くの遺物が出土。また、器種も多種にわたる。第19図
の１０は黒塗壺の頸部で、第20の１は坏部外面に僅かだが
丹が残る。時期は弥生中期中頃～後葉に比定される。

図示できなかった。

第１４図／図版２　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第１６・１７図／図版４・５] その他の遺物[第２１図／図版８]

数多くの遺物が出土している。器種も甕・壺をはじめとし
て蓋、器台、支脚などが出土している。時期は弥生時代中
期中頃以降に比定される。

多くの遺物が出土している。２は安山岩製の石鏃であ
る。３は砂岩の砥石である。欠損箇所があるが、ほぼ
全面を砥面として利用している。
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曜
石
原
石

SF01 土層
 1 灰褐色土(褐色のﾌﾞﾛｯｸ(2cm大)少し含む。1mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 暗灰褐色土(1mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 3 暗灰褐色土(2層より濃い色。1mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 4 灰褐色土(1層より濃い色。1mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)

SD02

SD02

SK06

SF01（30）

1m0

第１４図　Ｂ区１号甕棺墓、１号祭祀土坑遺構実測図（ST01 は 1/20、SF01 は 1/30）

第１５図　Ｂ区１号甕棺実測図 (1/6）
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第 1 ６図　Ｂ区１号祭祀土坑出土遺物実測図①（1/6）
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第１７図　B 区 1 号祭祀土坑出土遺物実測図②（1/4）
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第１８図　Ｂ区２号祭祀土坑遺構実測図（1/30）
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SF02 土層
 1 灰褐色土(2mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 2 暗灰褐色土(1mm以下の微砂を少し含む。しまりあり。)
 3 暗灰褐色土(1mm以下の微砂を少し含む。2層より濃い土の色。しまりあり。)
 4 黄褐色土(地山の色より濃い色。暗灰褐色土を含む。しまりあり。)
 5 褐色土(1mm以下の微砂を多く含む。しまりあり。)　
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第１９図　Ｂ区２号祭祀土坑出土遺物実測図①（1/4）
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第２０図　Ｂ区２号祭祀土坑出土遺物実測図②（1/4）

第２１図　Ｂ区１号祭祀土坑出土石製品実測図（2/3[1,2]、1/2[3]）
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第２２図　B 区３～５号祭祀土坑遺構実測図（1/30）
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 1 暗灰褐色土(1mm以下の微砂を多く含む。しまりあり。)
 2 褐色砂(暗灰褐色土を少し含む。砂質。)

SD08 土層
 1 暗灰褐色土(5cm大×5cm大の黄褐色砂ﾌﾞﾛｯｸを多く含む。3mm以下の砂粒をやや多く含む。
　しまりあり。)
 2 褐色砂(3cm大の暗灰褐色土ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。しまりあり。)
 3 褐色砂(砂層。)
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第２３図　Ｂ区３・４号祭祀土坑出土遺物実測図（1/4）
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Ｂ区 ２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.32～0.63 N- 8.5°‐E 後

概要

Ｂ区 ３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.26～0.73 N‐9.5°‐W 後

概要

Ｂ区 ４ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐2°‐W 後

概要

第２６図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

２・４は瓦器碗で、高台は貼り付けである。時期は11世紀
末～12世紀前半に比定される。

出土遺物なし

調査区中央で検出。埋土中上位の土坑中央より、残りの良い土器が出土。その他にも埋土中より多数の土器が出土。
東側にテラス状の段を持つ土坑である。

第２６図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

５は土師器の皿で上層からの出土である。時期は12世紀中
頃までに埋没したと考えられる。

出土遺物なし

SK01同様、調査区中央で検出。SD01に北東側が一部切られる。西側にテラス状の段を持つ土坑である。

第２６図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

７・８は甕である。時期は弥生時代中期中葉と比定され
る。

出土遺物なし

調査区北東で検出。SD01に北側が一部切られる。埋土中上位の土坑南側より、土器が出土。

第２４図　Ｂ区５号祭祀土坑遺物実測図（1/6[1]、他 1/4）

第２５図　Ｂ区３・４号祭祀土坑出土石製品実測図（1/2[1]、他 2/3）
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Ｂ区 ５ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.26～0.63 N‐38.5°‐E 後

概要

Ｂ区　 ６ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ N‐6°‐E 後

概要

Ｂ区 ８ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

方形？ 方形？ 0.80～0.20 N‐25.0°‐E 後

概要

Ｂ区 ９ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円？ N-11.5°‐Ｅ 後

概要

Ｂ区 １１ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

台形？ 台形？ 0.28～0.45 N‐18.5°‐W 後

概要

Ｂ区 １２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.11～0.57 N‐33.5°‐E 後

概要

Ｂ区 １３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円？ 0.18～0.33 N‐6.5°‐E 後

概要

第２７図／図版 - 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

１０～１２は甕である。弥生中期中葉と比定される。 出土遺物なし

調査区南西隅で検出。南西側にテラス状の段を持つ土坑である。

第２７図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

１３・１４は甕である。１５は丹塗り高坏の破片である。
時期は弥生中期中葉に比定される。

出土遺物なし

調査区南側中央で検出。SD02に北側が切られる。東隣には、SF01がある。

第２７図／図版２　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第　　図／図版　　]

遺物の出土はあったが、図示することができなかった。 出土遺物なし

調査区中央で検出。南から北へ向かいテラス状の段を持つ土坑である。

第２７図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物はいずれも破片である。時期は弥生中期中葉か？ 出土遺物なし

調査区北東隅で検出。土坑南側は掘りすぎたため不明。土坑中央に向かって徐々に深くなる。

第２８図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土はあったが、図示することができなかった。 出土遺物なし

調査区南側中央で検出。東側にﾃﾗｽ状の段を持つ土坑である。

第２８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第２９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第　　図／図版　　]

出土遺物はいずれも破片である。時期は弥生中期中葉か？ 出土遺物なし

調査区西側隅で検出。テラスが土坑全体に広がり入り組んだ形をしている。

調査区西側中央で検出。土坑は二段掘りされている。

第２８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土はあったが、図示することができなかった。 出土遺物なし
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第２６図　Ｂ区２～４号土坑遺構実測図（1/40）
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SK03 土層
 1 暗褐色土(1mm以下の微砂をやや多く含む。土器出土。やや粘質。しまりあり。)
 2 灰褐色土(1mm以下の微砂をやや多く含む。土器出土。やや粘質。しまりあり。)
 3 褐色砂(灰褐色のﾌﾞﾛｯｸ(1cm大)少し混じる。しまりあり。やや砂が多く混じる。)
 4 褐色砂(暗褐色土少し混じる。しまりあり。)
 5 暗褐色砂(褐色土少し混じる。しまりあり。)
 6 暗褐色土(灰褐色土少し混じる。しまりあり。)
 7 灰褐色土(黄褐色土のﾌﾞﾛｯｸ(3cm大)少し混じる。)
 8 黄褐色土(灰褐色土のﾌﾞﾛｯｸ(1cm大)少し混じる。)
 

SK04 土層
 1 暗灰褐色土(1mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 黄褐色砂(暗灰褐色土(1層)が少し混じる。)
 3 褐色土(1mm以下の微砂を多く含む。)
 4 褐色砂(灰褐色土を少し含む。しまりあり。)

SK02 土層
 1 灰褐色土(1～3mm大の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 2 褐色砂(砂層。しまりあり。)
 3 灰褐色土(1～3mm大の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 4 褐色砂(砂質。しまりあり。)
 5 黄褐色砂(1～3cm大の灰褐色土ﾌﾞﾛｯｸ少し混じる。)
 6 暗灰褐色土(1mm以下の微砂を少し含む。しまりあり。)
 7 暗灰褐色土(1～3mm大の砂粒をやや多く含みしまりあり。)
 8 灰褐色土(褐色砂をやや多く含む。1mm以下の微砂を少し含
　む。しまりあり。)
 9 茶褐色砂(砂質。しまりあり。)
10 灰褐色土(褐色砂をやや多く含む。1mm以下の微砂を少し含
　む。しまりあり。)
11 灰褐色土(褐色砂をやや多く含む。1mm以下の微砂を少し含
　む。しまりあり。)
12 明茶褐色砂(砂質。しまりあり。)
13 灰褐色土(1mm以下の微砂を少し含む。しまりあり。)
14 灰褐色土(茶褐色砂をやや多く含む。しまりあり。)
 ※土層より多数土器出土

SK02

SK03

SK04

SD01

SD01

S
D
0
1

2m0
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SK05　土層 
 1 暗灰褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 2 褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 3 黄褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 4 灰褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 5 黒褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 6 灰褐色土(1cm大黒褐色土のﾌﾞﾛｯｸが少し混じる。1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 7 暗褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
 8 褐色土(1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。1cm大の灰褐色土ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。)
 9 灰褐色土(黄褐色砂を少し含む。1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。) 
10 褐色土(黄褐色砂を少し含む。1mm以下の砂粒をやや多く含む。しまりあり。)
   

SK09　土層
 1 暗灰褐色土(1mm以下の微砂をやや多く含む。やや粘質。しまりあり。)
 2 灰褐色土(1mm以下の微砂を多く含む。やや粘質。)
 3 灰褐色土(2層より土の色は薄い。褐色砂少し混じる。)

SK05

SK06

SK09SK08

SD02

SD02

SD07

2m0

第２７図　Ｂ区５・６・８・９号土坑遺構実測図（1/40）
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第２８図　Ｂ区１１～１３号土坑遺構実測図（1/40）
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SK12 土層
 1 暗灰褐色土(2mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 褐色砂(砂層。)
 3 灰褐色砂(砂層。)

SK13
 1 暗灰褐色土(3mm以下の砂粒をやや多く含む。褐色砂少し混じる。しまりあり。)
 2 褐色砂(砂層。2cm大の灰褐色土ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。)
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第２９図　Ｂ区２～６・９・１２号土坑出土遺物実測図（1/4）
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Ｂ区 １ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SF05、SK03・04 

0.88～0.96 逆台形状 N‐73.5°‐E 後

概要

Ｂ区 ２ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SF01・02、SK06・11

(13.10） 0.25～0.54 逆台形状 N‐77°‐E 後

概要

Ｂ区 ３ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 ST01、SD02・04

（5.99） 0.52～1.11 お椀形 N‐78.5°‐E 後

概要

Ｂ区 ４ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.14～0.48 逆台形状 N‐73.5°‐E 後

概要

Ｂ区 ５ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

逆台形状 N‐77°‐E 後

概要

Ｂ区 ７ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.40～0.93 逆台形状 N‐78.5°‐E 後

概要

調査区南東側隅を西側から東側にカーブした後、SD02の東側を切りながら南北方向に伸びる溝である。ST01も切っ
ているため、ST01は上部を削平された状態で出土した。

調査区南側を東西方向に横断した後、東側隅でSD03に沿って北へカーブする溝である。祭祀土坑を切っており、特
に、SF01付近では埋土中より多量の弥生土器が出土した。おそらくSF01を一部削平して溝を掘ったと考えられる。

第　　図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第３１図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

時期は17世紀後半以降と比定される。 出土遺物なし

第　　図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第３１図／図版 ‐ ]

調査区北側を東西方向に横断する溝である。溝の中央部付近より東側にかけては、調査区外に広がっている。

第　　図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土はあったが、図示することができなかった。 出土遺物なし

第　　図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第３１図／図版 ‐ ] その他の遺物[第３２図／図版８]

１は上層より出土。３は下層より出土である。時期は17
世紀中頃と比定される。

不明鉄製品が出土。

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

時期は17世紀後半以降と比定される。 出土遺物なし

調査区南東側隅を南北方向に伸びる溝である。溝の大半をSD03に切られているため、全容は不明である。

第　　図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土はあったが、図示することができなかった。 出土遺物なし

調査区西側壁面より南東方向へのびる溝である。南東側が浅く、西側壁面に向かうにしたがい深くなる。

調査区南側東よりから東側へのびる溝である。

第　　図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第３１図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

いずれも細片であるが。時期は弥生中期中葉か。 出土遺物なし

５. ピット・その他
　・ピット（Ｐ）（付図／－）
　検出したピットは約 30 基である。多くのピットから遺物が出土したが図示できたピットはＰ
004、Ｐ 007、Ｐ 034、Ｐ 055 のみである。
   出土遺物（第３１・３２図／－）
　Ｐ 004、Ｐ 007 は弥生土器甕である。いずれも中期中葉以降に比定される。Ｐ 055 は石錘である。
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第３０図　Ｂ区１～５・７号溝遺構実測図（1/40）
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SD01 中央土層
 1 暗灰褐色土(3mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 灰褐色土(10cm大の黄褐色ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。1mm以下の微砂を多く含む。)
 3 暗灰褐色土(2mm以下の微砂をやや多く含む。)
 4 灰褐色土(3mm以下の微砂をやや多く含む。)
 5 灰褐色土(2mm以下の微砂を少し含む。)
 6 淡灰褐色土(1cm大の褐色砂ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。1mm以下の微砂をやや多く含む。)
 7 茶褐色砂(灰褐色土が少し混じる。砂層。)
 8 灰褐色土(1mm以下の微砂を含む。)
 9 淡灰褐色砂(砂層。しまりあり。)

SD01 東側土層
 1 暗灰褐色土(2mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 暗茶褐色土(砂層。)
 3 暗灰褐色土(2mm以下の微砂を多く含む。)
 4 灰褐色土(4cm大の黄褐色土ブロックを少し含む。1mm以下の微砂を多く含む。)
 5 灰褐色土(2mm以下の微砂を多く含む。)
 6 淡灰褐色土(1mm以下の微砂を多く含む。)
 7 淡灰褐色土(2mm以下の微砂を多く含む。6層より薄い色の土。)
 8 褐色砂(砂層。しまりあり。)

SD01 西壁土層
 1 灰褐色土(1mm大の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 2 暗灰褐色土(1～2mm大の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 3 灰褐色土(1～2mm大の微砂を少し含む。しまりあり。)
 4 暗灰褐色土(6層よりは色が薄い。1～2mm大の微砂を少し含む。しまりあり。)
 5 暗灰褐色土(2mm以下の微砂を少し含む。しまりあり。)
 6 暗灰褐色土(2mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。土器を含む。)
 7 灰褐色土(3mm以下の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 8 暗灰褐色土(1mm大の微砂をやや多く含む。しまりあり。)
 9 灰褐色土(3cm大の黄褐色ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。しまりあり。)
10 褐色砂(1mm大の微砂をやや多く含む。5cm大の灰褐色のﾌﾞﾛｯｸを少し含む。しまりあり。)
11 灰褐色砂(砂層。しまりあり。)
12 灰褐色土(1mm大の微砂をやや多く含む。しまりあり。)

SD02 西壁土層
 1 淡灰褐色土(シルト。1mm以下の微砂をやや多く含む。やや粘質。しまりあり。)
 2 暗褐色土(シルト。1mm以下の微砂を少し含む。しまりあり。)
 3 暗灰褐色土(シルト。1mm以下の微砂を少し含む。やや粘質。しまりあり。)
 4 灰褐色土(黄褐色土のﾌﾞﾛｯｸ(4cm大)少し含む。1mm以下の微砂を少し含む。
   しまりあり。)

SD03 土層 ベルト
 1 灰褐色土(1mm以下の微砂を少し含む。やや粘質。しまりあり。)
 2 淡灰褐色土(1mm以下の微砂をわずかに含む。やや粘質。しまりあり。)
 3 黄褐色砂(淡灰褐色土少し混じる。砂質。しまりあり。)

SD04 土層 南壁
 1 淡灰褐色土(3mm以下の砂粒を多く含む。しまりあり。)
 2 灰褐色土(SD03の1層よりやや濃い土。3mm以下の砂粒をやや多く含む。やや粘質。
　 しまりあり。)

SD05 土層 南壁
 1 暗灰褐色土(3mm以下の砂粒を少し含む。3cm大の黄褐色ﾌﾞﾛｯｸをわずかに含む。
   やや粘質。しまりあり。)
 2 灰褐色土(褐色の砂が少し混じる。1mm以下の微砂をわずかに含む。しまりあり。)

SD07 土層
 1 暗灰褐色土
 2 暗灰褐色土(3cm大の黄褐色土ﾌﾞﾛｯｸを少し含む。)
 3 灰褐色土(3mm以下の砂粒をやや多く含む。)
 4 褐色砂(2mm以下の砂粒を多く含む。砂層。しまりあり。)
 5 暗灰褐色砂(1mm以下の微砂を多く含む。砂層。しまりあり。)

SD02 ベルト土層
 3 ※SD2西壁上層4と同じ。

SD01 中央土層

SD01 東側土層

SD01 西壁土層 SD02 西壁土層

SD02 ベルト土層

SD04 南壁土層

SD05 南壁土層

SD07 土層

SD03 ベルト土層

2m0
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第３１図　Ｂ区溝、ピット出土遺物実測図 (1/4)

第３２図　Ｂ区土坑、溝、ピット出土石製品・土製品・金属製品実測図（1/2）
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Ｃ区 ２ 号住居跡 第３３図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 柱穴

方形？ あり ― ― N‐75.5°‐E 後

概要

Ｃ区 ３ 号住居跡 第３３図／図版２、３　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形 あり ― ― N‐21.5°‐E 後

概要

Ｃ区 ４ 号住居跡 第３３図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD03、SC02・03・10

方形 あり ― ― N-35°W 後

概要

Ｃ区 ５ 号住居跡 第３３図／図版３　　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD03、SK04・03

方形 あり ― N‐24°‐E 後

概要

Ｃ区 ６ 号住居跡 第３４図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・02、SK09

方形 あり ― N‐74°‐E 後

概要

Ｃ区 ７ 号住居跡 第３４図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形？ ― ― ― N‐79.5°‐W 後

概要

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土
遺物

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

構造
深さ

出土
遺物

構造
深さ

出土
遺物

調査区北端東側で住居のｺｰﾅｰ部分を検出。全容は不明である。貼床と考えられる硬化する面を確認できたが、他の住
居に比べやや軟質である。下層遺構は、ｺｰﾅｰ部分にﾃﾗｽ状の段をもつ。

構造
深さ

出土遺物なし

出土遺物なしSC02・03同様、弥生中期の遺物が混じるが、弥生終末期～古墳
の初頭に比定できよう。図示可能な同時期の遺物は9のみであっ
た。9は直頸の壺か？外面はﾀﾀｷ後ﾊｹ調整。

3は甕の底部である。外面下半はｹｽﾞﾘ調整、胴部はﾀﾀｷをﾅﾃﾞ消し
ている。弥生終末期～古墳の初頭に比定できよう。

出土遺物は貼床埋土中より甕底部が出土している。時期は弥生
中期後葉に比定される。周辺住居との先後関係より、遺構の時
期は弥生後期末～古墳初頭以降であろう。

土器[第３８図／図版 ‐ ]

土器[第３８図／図版６]

土器[第３８図／図版５]

南側は表土剥ぎ時に上層を下げすぎ、西側は調査区外へ広がる為全容は不明。検出できたのは、東側から南側にかけ
ての貼床で、露呈している状態で検出した。主柱穴は不明。下層掘り込みは北側に幅20㎝前後のﾃﾗｽ状段をもつ。

出土
遺物

上層を表土剥ぎ時に下げすぎたため、貼床が一部露呈している状態で検出した。

構造
深さ

出土
遺物 出土遺物は少量で支脚や甕底部片などが出土。いずれも図示す

るに至らなかった。時期は弥生中期中葉以降であろう。

出土遺物の時期は弥生中期後葉と考えられるが、周辺の遺構よ
り弥生終末～古墳初頭以降の可能性も否定できない。

南側を表土剥ぎ時に下げすぎ、一部貼床が露呈。住居東側は調査区外へと広がる。貼床面にて、土器が出土している
（第３８図-9）。主柱穴は不明である。下層遺構は北側と南東側に掘り込みを持つ。

構造
深さ

出土
遺物

上層を表土剥ぎ時に下げすぎ、また住居の大半が調査区外へと広がる為、全容は不明である。主柱穴は貼床面で検出
できた。

構造
深さ

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物から弥生中期後葉～末に比定される。が、住居の構造
からは、弥生終末～古墳初頭の可能性も否定できない。

出土遺物なし

出土遺物なし

出土遺物なし

土器[第３８図／図版 ‐ ]

土器[第３８図／図版 ‐ ]

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

北側が調査区外へ広がる為、詳細は不明である。貼床も確認できなかった。

　C 区で検出した遺構は住居跡 17 基、土坑 21 基、周溝状遺構 1 基、溝 13 条、その他ピット約
140 基である。以下、表形式で報告する。表についての留意点は第３章２を参照。

第６章　C区の遺構と遺物
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Ｃ区 ８ 号住居跡 第３４図／図版３　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・04

長方形 ― ― ― N‐5°‐W 後

概要

Ｃ区 ９ 号住居跡 第３５図／図版‐ 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・02・03

方形 あり ― N‐47.5°‐E 後 SC20、SD13

概要

Ｃ区 １０ 号住居跡 第３５図／図版‐ 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD03、SC02、SK07

方形 あり ― N‐7.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １１ 号住居跡 第３６図／図版‐

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SK07、SC13、P022など

方形 あり ― ― N‐8.5°‐W 後

概要

Ｃ区 １２ 号住居跡 第３６図／図版３ 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・04、P029他

方形？ あり ― ― N‐70°‐W 後

概要

Ｃ区 １３ 号住居跡 第３６図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形 ― ― ― N‐8.5°‐W 後

概要

Ｃ区 １４ 号住居跡 第３７図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形？ ― ― ― N‐17.5°‐E 後

概要

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

10号住居同様、表土剥ぎ時に西側を下げすぎ、貼床が露呈している状態で検出した。また、他遺構に切られるため、
全容は不明である。

表土剥ぎ時に特に西側を下げすぎ、貼床を露呈してる状態で検出した。また、多くの遺構に切られるため、全容は不
明である。南東から、北東方向にかけてﾍﾞｯﾄﾞ状遺の構を検出したが、検出できた箇所がわずかで、雨天後の精査で削
平してしまい図化することができなかった。

主な遺構との先後関係

表土剥ぎ時に住居東側を下げすぎ、貼床が露呈している状態で検出。住居中央部より西側において上層から貼床面ま
で大量の土器が確認できた。住居廃棄時に土器も一括して廃棄したと考える。住居西側では、地山をそのまま利用し
たと考えられるベッド状遺構を確認した。下層掘り込みは、西より南側方向に向けて、溝状の掘り込みを確認してい
る。

深さ

出土
遺物

東側を表土剥ぎに時に下げすぎており上層は不明な点が多い。西側で、土坑状遺構に多くの遺物が出土している。ま
た、北側では貼床面で多くの遺物を確認した。下層掘り込みは東側において顕著である。

構造
深さ

出土
遺物 出土遺物は少量の弥生中期後葉の土器細片が出土しているが、

先後関係より住居はこの時期ではないと考える。

多くの遺物が出土。底部が丸みを帯びる平底甕や持ち手を持つ
支脚などが出土している。弥生終末～古墳初頭に比定される。

土器[第３９図／図版５、７]

構造
深さ

出土
遺物

表土剥ぎ、及び雨天後の精査段階で上層を掘り過ぎ、南側がSD01によって切られるため、全容は不明である。

構造
深さ

外面ﾊｹ後ﾐｶﾞｷを施す壺や鉢、ﾀﾀｷ後ﾊｹ調整の甕などが出土してい
る。弥生終末～古墳初頭と比定されよう。

土器[第３８図／図版 ‐ ]

出土遺物なし

出土遺物なし

1は石製の投弾が出土している。

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第４２図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

構造
深さ

出土
遺物

出土
遺物

深さ

出土遺物なし

出土遺物は貼床下層からの出土である。時期は弥生中期後葉。
住居の時期はこれ以降であろう。

土器[第　　図／図版 ‐ ]

土器[第３９～４１図／図５～７版]

3は石剣である。住居上層より出土で未成品である。

非常に多くの遺物が出土している。甕や壺、鉢、器台、支脚な
どバリエーションに富んでいる。時期は弥生終末～古墳初頭で
あろう。

構造

その他の遺物[第４２図／図版 － ]

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

深さ

東側をSD06に切られ、南側は調査区外へと広がるため詳細不明である。

上層を表土剥ぎ時に掘りすぎ、住居西側は調査区外へと広がるため、全容不明である。

少量の遺物が出土している。弥生後期中葉の遺物が混じるが終
末～古墳初頭であろう。

遺物は出土しなかった。

構造

構造

出土
遺物

出土
遺物

出土遺物なし

出土遺物なし
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Ｃ区 １５ 号住居跡 第３７図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SC14、その他柱穴

方形？ ― ― ― N‐5°‐E 後

概要

Ｃ区 １６ 号住居跡 第３７図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造 平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形？ ― ― ― N‐82°‐E 後

概要

Ｃ区 １７ 号住居跡 第３７図／図版３　　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形 ― ― ― N‐25.5°‐E 後

概要

Ｃ区 ２０ 号住居跡 第３７図／図版３　 主な遺構との先後関係

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先 SD01・02、SC09

方形 あり ― 炉か？ N‐23°‐E 後

概要

Ｃ区 ２１ 号住居跡 第３７図／図版‐　

平面形態 貼床 長軸 短軸 主柱穴 火床施設 長軸方位 先

方形？ なし ― N‐77.5°‐E 後

概要

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

その他の遺物[第４２図／図版 － ]

出土遺物なし

検出できたのは住居ｺｰﾅｰ部分である。SD01に切られ、全容は不明である。

北側をSD02にきられ、南側は調査区外へと広がるため、全容は不明である。

東側をSC15に切られ、南側は調査区外へと広がる。全容は不明である。

深さ

4は砥石である。外面にﾀﾀｷ調整された支脚、甕などが出土している。じきは弥生
終末～古墳初頭に比定される。

弥生土器細片が微量に出土している。

遺物の出土は少量で、弥生中期後葉以降であろう。

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

住居ｺｰﾅｰ部分を検出した。南側が調査区外へと広がるため詳細は不明で、8号土坑としたが、隣接する小板井屋敷遺跡
6（H25年度調査）の調査結果より、住居であったことが判明した。

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ]

土器[第３８図／図版 ‐ ]

深さ

深さ

深さ

出土遺物は図示するに至らなかったが、いずれも弥生終末～古
墳初頭に比定される。

南側をSD02に、東側をSC09に切られる。住居北西で東側をSC09に切られるが、ﾍﾞｯﾄﾞ状遺構を検出。南北1ｍ、東西2.2
ｍ(残存状況)である。西端で焼土・炭を検出した。炉跡かと考えられる。下層掘り込みは住居全体に及び、土坑状の
掘り込みを検出した。

構造

構造

構造

深さ

（0.3）

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物なし

土器[第 － 図／図版 ‐ ]
出土
遺物 少量の弥生土器片が出土した。時期は弥生中期～後期の土器片

である。いずれも図示することができなかった。

構造

主な遺構との先後関係

出土
遺物

出土
遺物

出土
遺物

出土
遺物

出土遺物なし
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第３３図　Ｃ区２～５号住居跡遺構実測図（2,4 は 1/60、3,5 は 1/40）
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SC08
 1 淡黒褐色＋灰黄色砂質土ﾌﾞﾛｯｸ混じり土(ややしまる。)
 2 暗黄色砂質土（しまりあり。)
 3 灰黄色砂質土（灰褐色粘質弱を均質に含む。しまる。)
 4 灰黄色砂質土（灰褐色ﾌﾞﾛｯｸ土を多く含む。しまる。2cm弱の小石を含む。)
 5 暗灰褐色土（淡黒褐色、灰黄砂質ﾌﾞﾛｯｸ土が、まだらにやや多く含む。土器を少量
　含む。粘質弱。)
 6 黄茶褐色砂質土（目粗い。ややしまる。地山土に近い。流れこみか。)
 7 暗灰褐色土（5層土に近くﾌﾞﾛｯｸの混じりが少ない。粘質強い。ややしまる。
 8 暗灰褐色土（5層土に近くﾌﾞﾛｯｸの混じりが少ない。5、7層土より少ない。しまり 
　ゆるい。
 9 暗灰色土（粘質あり。砂質を少量含む。)
10 淡灰色土（淡黄褐色粘質ﾌﾞﾛｯｸを含む。ややしまる。)
11 暗灰色土（9層土に近い。しまりなし。粘質弱。砂質をやや多く含む。
12 淡黄灰色砂質土（しまる。砂やや粗い。)
13 暗灰黄色砂質土（しまる。やや粘質混じる。)

SD01

SD01

SD02

SD02

S
D
0
2

S
D
0
1

S
D
0
1

SD04

SD01

SD01

SD04

SD01

SD04

ベルト

ベ
ル
ト

ベ
ル
ト

SK09

P014

P020

SK09

SC06(80) SC07(60)

SC08(60)

2m0 2m0

第３４図　Ｃ区６～８号住居跡遺構実測図（6 は 1/80、7,8 は 1/60）
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第３５図　Ｃ区９・１０号住居跡遺構実測図（1/60）
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 2 暗灰褐色土（黄褐色ﾌﾞﾛｯｸ・茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。ややしまる。粘質弱） 
 3 暗灰褐色土＋黄褐色ブロック土の混じり土（やや固くしまる。）
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SC11-K1 (C-C`)
 1 暗灰褐色土（黄褐色砂質ﾌﾞﾛｯｸ土を微量に含む。)
 2 灰茶褐色土（茶褐色ﾌﾞﾛｯｸ、黄褐色砂質ﾌﾞﾛｯｸ土をやや 
　多く含む。)
 3 黄褐色ブロック土＋淡灰褐色ブロック土の混じり土
 4 黄褐色砂質土（軟らかい。流れこみか？)
 5 淡灰褐色ブロック土＋茶褐色ブロック土＋黄褐色砂質
　ブロック土（ややしまる。)
 6 淡黄褐色砂質土（黄褐色地山を少し含む。流れこみ。)
 7 淡灰褐色ブロック＋黄褐色地山ブロックの混じり
 8 6層土に近い（淡灰色土を含む。）

SC12 P-1(C-C`)
 1 茶褐色土（黄褐色地山土を少量含む。粘質。)
 2 灰茶褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを少量、明茶褐色ﾌﾞﾛｯｸをや
　や多く含む。粘質。)
 3 明灰茶褐色土（(黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを多量、明茶褐色ﾌﾞﾛｯｸ
　をやや多く含む。粘質。)
 4 明茶灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを多量、明茶褐色ﾌﾞﾛｯｸを
　非常に多く含む。固くしまる。)
 5 淡黒褐色土（茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。固くしま
　る。)
 6 淡黒褐色土（茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを非常に多く含む。黄褐色
　地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。固くしまる。)
　※4～6層ウラゴメ土か？

SC12 K-1 (D-D`)
 1 淡黒褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。)
 2 淡灰黄褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを、粒子状にやや多く含む。)
 3 淡灰黄褐色土（茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸ＋黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを非常に多く含む。)
 4 黄褐色地山ブロック＋茶褐色地山ブロックの混じり土
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第３６図　Ｃ区１１・１２号住居跡遺構実測図（1/60）
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第３７図　Ｃ区１４～１７・２０・２１号住居跡遺構実測図（1/60、21 は 1/40）
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SC14 (D-D`)
 1 淡灰褐色土（黄褐色砂質地山土を少量混じる。しまる。砂質強い。）
 2 淡灰褐色土（黄褐色砂質地山土がやや多く混じる。しまる。）
 3 淡黄灰褐色砂質土（茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。しまる。）
 4 淡灰黄褐色砂質土（淡灰褐色土をﾌﾞﾛｯｸ状にやや多く含む。しまる。）
 5 黄灰色砂質土（砂質の目が細かく、しまる。）

SC20-K1 (B-B`)

SC20-K1 (B-B`)
 1 暗灰褐色土（黄褐色地山土を粒子状にやや多く含む。粘質。非常に固くしまる。）
 2 暗灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを微量、炭化物をやや多く含む。土器を含む。粘質。非
　常に固くしまる。
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第３８図　Ｃ区２～６・８・１１・２０号住居跡出土遺物実測図（1/4、1/6[9,11]）
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第３９図　Ｃ区９・１２号住居跡出土遺物実測図①（1/4、1/6[13､14]）
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第４０図　Ｃ区１２号住居跡出土遺物実測図②（1/4）
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第４１図　Ｃ区１２号住居跡出土遺物実測図③（1/4）
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２、土坑（SK）
Ｃ区 １ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.10～0.78 N- 11.5°‐E 後

概要

Ｃ区 ２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ 0.12～0.34 N‐78.5°‐W 後

概要

Ｃ区 ３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 P001・002・003

楕円 楕円 N‐62°‐W 後

概要
検出した土坑は浅く、性格は不明である。埋土中に炭が微量だが混じる。

SK01同様、調査区北東隅で検出。大半が調査区外へと広がり、SK01に切られる為、詳細は不明である。北から南へと
低くなる。

第４３図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第　　図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の細片が出土。いずれも図示できなかった。 出土遺物なし

調査区北東隅で検出。大半が調査区外へと広がるため詳細は不明な点が多い。南から北へ、徐々に段を持ちながら低
くなる。

第４３図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の細片が出土した。いずれも図示するに至らな
かった。時期は弥生中期前葉～後葉であろう。

出土遺物なし

第４３図／図版‐　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

青磁片や須恵器細片などが出土したが、図示するに至らな
かった。時期は中世以降であろう。

出土遺物なし

第４２図　Ｃ区住居跡出土石製品、土製品遺物実測図（1/2）

２、土坑（SK）

10cｍ0

1
（SC10）

2
（SC11）

3
（SC11）

4
（SC20）
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Ｃ区 ４ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 (0.36～0.56) N‐12.5°‐W 後

概要

Ｃ区 ５ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ N‐14°‐E 後 SK06、SC10

概要

Ｃ区 ７ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 P006・007・008

楕円 楕円 0.12～0.30 N‐6.5°‐E 後 SC10、11

概要

Ｃ区 ９ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N-12.5°‐W 後

概要

Ｃ区 １０ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 0.12～0.47 N‐0.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １１ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐72.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 SD02、P031・025その他柱穴2基

楕円 楕円 0.42～0.68 N‐28°‐E 後

概要

第４３図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版７] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

多くの土師器坏、皿、瓦器碗などが出土した。1・3・5・
8・14は油煤が付着しており、灯明皿の可能性がある。土坑
の時期は12世紀中頃～13世紀前半に比定される。

出土遺物なし

土坑の東側と北側は調査区外へと広がり全容は不明である。北より南へ向かい段を持ちながら低くなる。遺物は南側
で多く出土していることが特徴である。また、多くの遺物が底部を下にして出土しているが、性格不明である。

第４４図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の細片が少量だが出土した。いずれも図示するに
至らなかった。時期は弥生中期頃か？

出土遺物なし

土坑の西側は調査区外へと広がるため詳細は不明な点が多い。

第４４図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第４７図／図版 － ]

22は上層より出土の器台である。弥生中期後葉以降であろ
う。土坑の時期は弥生中期後葉～末までと比定される。

32は安山岩製の石庖丁である。全体的に摩滅してい
る。

南から北へ向かい段を持ちながら下がる。土坑のほぼ中央中段位より、遺物が出土している。

第４４図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

23は壺か鉢の底部である。底に蓆状の圧痕が残る。その
他、瓢形土器片などが出土。時期は弥生中期末と比定され
る。

出土遺物なし

土坑のほぼ中央あたり、検出面直下において土器がまとまって出土している。

第４４図／図版‐　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の細片が出土しているが、図示するに至らなかっ
た。

出土遺物なし

南側にﾃﾗｽ状の段を持つ土坑である。埋土中に遺物を含む。

第４５図／図版３　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第４７図／図版８]

遺物の出土は微量でいずれも破片である。25は弥生中期後
葉～終末の甕で、内外面ﾊｹで調整している。

33は土製投弾である。

中央に柱穴を検出した。北側が調査区外へと広がり詳細は不明である。住居の可能性がある。

第４５図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

須恵器片や土師器片などが出土している。時期は7世紀後半
以降であろう。

出土遺物なし

SD02に切られる為、全容は不明な点が多い。



- 47 -

Ｃ区 １３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐56°‐W 後

概要

Ｃ区 １４ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 柱穴

楕円 楕円 N‐47°‐E 後

概要

Ｃ区 １６ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐83.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １７ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

方形？ 方形？ 0.19～0.56 N‐81.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １９ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐64°‐E 後

概要

Ｃ区 ２０ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

方形？ 方形？ 0.18～0.44 N‐86°‐W 後

概要

Ｃ区 ２１ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

やや方形？ やや方形？ N‐80°‐E 後

概要

第４５図／図版‐ 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

須恵器破片や土師器の破片が出土している。27は土師器の
坏である。須恵器の模造品か？時期は7世紀以降であろう。

出土遺物なし

柱穴状の掘り込みが4基確認できたが、用途不明である。

第４５図／図版‐　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

底部はやや平底の名残が残るが丸底である。また、器台も
出土している。時期は、弥生後期中葉～後葉であろう。

出土遺物なし

埋土中に遺物を含む。

第４６図／図版３ 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版６] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土は少量である。30は小形の鉢で、胴部中位に1条
の突帯、口唇部は欠損もしくは打ち欠きの可能性あり。時
期は弥生中期後葉以降であろう。

出土遺物なし

土坑の上層～中層にかけて遺物を検出した。

第４６図／図版３ 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

31は脚付鉢と報告しておく。内外面ﾐｶﾞｷ調整である。上下
逆の可能性がある。その他須恵器の細片が出土している。

出土遺物なし

北側及び東側は調査区外へと広がる為全形は不明であるが、検出した土坑ﾗｲﾝより、方形の可能性がある。土坑の中
央は柱穴状に掘り下がり下層にいくつか遺物が出土している。掘り下がっている東西両側にﾃﾗｽ状の段を持つ。

第４６図／図版‐　　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

底部が凸ﾚﾝｽﾞ状の甕の底部片などから、弥生後期終末～古
墳初頭以降に比定されよう。

出土遺物なし

SD01に切られるため、全容は不明である。

第４６図／図版‐　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

丹塗土器片や弥生土器甕破片などが出土。いずれも図示す
るに至らなかった。時期は弥生中期以降であろう。

南側が調査区外へと広がりﾋﾟｯﾄ等に切られるため、全体形は不明。やや方形気味のため住居の可能性も遺構である。

北側が調査区外へと広がるため全形は不明だが、検出した土坑ﾗｲﾝより、方形の可能性がある。土坑は西から東へと
さがる。

第４６図／図版‐　 为な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

少量の遺物が出土した。いずれも細片のため図示するに至
らなかった。時期は弥生後期中葉～終末であろう。

出土遺物なし
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SK04
 1 明黒褐色土（橙色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。非常に柔らかい。)
 2 黒褐色土＋灰褐色粘質土の混じり土（やや固い。)
 3 明黒褐色土＋灰褐色粒質土の混じり土（2層土に比べ灰褐色が強い。)
 4 灰褐色粘質土（橙色粒子をやや多く含む。非常に固くしまる。)
 5 灰褐色粘質土＋黄褐色地山土の混じり土（非常に固くしまる。)

SK03
 1 明灰褐色ブロック土（1～2cmの黄褐色ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。炭が少量混じる。
　固くしまる。)
 2 明灰褐色ブロック土＋黄褐色地山ブロック土（微量に炭混じる。固くしまる。)
 3 2層土とほぼ同じ（黄褐色ﾌﾞﾛｯｸ土を2層土より多く含み、炭は混じらない。）

SK01

SK02

P
0
0
3

P001
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P003

SK01・02

SK03

SK04

2m0

第４３図　Ｃ区１～４号土坑遺構実測図（1/40）
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第４４図　Ｃ区５・７～１０号土坑遺構実測図（1/40）

2

6
5

8
9　7

4

1

3

2
1

3

5

4

11.900ｍ

12.200ｍ

12.200ｍ

11.900ｍ

1
1
.
9
0
0
ｍ

1
2
.
0
0
0
ｍ

12.000ｍ

SK09
 1 黒褐色土（黄褐色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。粘質なし。しまりなし。)
 2 明黒褐色ブロック＋黄褐色地山ブロックの混じり土（明黒褐色土が多い。
　粘質弱。しまり弱。)
 3 黄褐色地山ブロック＋明黒褐色ブロック＋茶褐色地山ブロックの混じり
 4 暗灰褐色土（茶褐色地山、黄褐色地山をやや多く含む。又、炭化物を少量
　含む。遺物混入層。)
 5 黒褐色土（暗灰褐色ﾌﾞﾛｯｸ土を少量含む。)

SK10
 1 暗灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを多く含む。やや固くしまる。粘質弱。)
 2 灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。)
 3 灰褐色土＋黄褐色土の混じり（やや固くしまる。砂質土。）
 4 明灰黄褐色土（黄褐色地山土をﾌﾞﾛｯｸ状にやや多く含む。やや砂質。)
 5 暗黄灰褐色土（やや砂質土。固くしまる。)
 6 暗黄褐色砂質土（地山土に近い。）
 7 灰黄褐色土（灰褐色土が強い。砂質土混じり。しまる。）
 8 黄灰褐色砂質土（しまる。灰褐色粘質土をやや少量含む。）
 9 黄灰褐色砂質土（8層土とほぼ同じ。灰褐色土をわずかに含む。）

SK05

SK10

SK09

SK07

2m0



- 50 -

第４５図　Ｃ区１１～１４土坑遺構実測図（11,14 は 1/40、他は 1/60）
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SK11
 1 明黒褐色土（白色粒子をやや多く含む。砂質混じり。やや粘質。
　 固くしまる。)
 2 灰黄褐色砂質土（砂目は粗く、固くしまる。)
 3 暗黄褐色砂質土（砂目は粗く、固くしまる。)
 4 暗黄褐色砂質土（1層土がやや多く混じる。)

SK12
 1 暗灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸ・炭化物をやや多く含む。やや固くしまる。粘質
　あり。)
 2 暗灰褐色土（1層土より褐色が弱い。土器細片・黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを微量に含む。
　やや固くしまる。粘質あり。)
 3 暗灰褐色土（2層土とほぼ同じ。ﾌﾞﾛｯｸ土は含まない。土器を微量に含む。粘質あ
　り。)
 4 暗灰黄褐色土（黄褐色砂質地山を粒子状に非常に多く含む。やや固くしまる。粘
　質弱。)
 5 黄褐色地山土＋淡灰色の混じり土（流れこみか)
 6 暗灰褐色土（3層土とほぼ同じ。ﾌﾞﾛｯｸ土は含まない。砂質が微量だが混じる。)
 7 淡黄灰褐色砂質土（黄褐色砂質地山土が混じる。流れこみか)
 8 灰褐色砂質土（黄褐色砂質地山土を少量含む。しまりなし。流れこみか)
 9 暗灰褐色土（1層土に近い。褐色が強い。粘質強。土器の細片を微量に含む。)
10 暗灰褐色土（砂質混じり。黄褐色地山を少量含む。)
11 淡明黄灰色砂質土（しまりなし。流れこみ。)

SK14
 1 暗灰褐色土（白色粒子を非常に多く含む。やや固くしまるが柔らかい。)
 2 暗灰黄褐色土（明黒色土ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。やや砂質。非常に固くしまる。)
 3 暗灰黄褐色土（2層土より黄褐色が強い。やや砂質。非常に固くしまる。)
 4 明灰黄褐色土（砂質混じり。土器、小石を少量含む。やや固くしまる。)
 5 灰黄褐色土（砂質混じり。暗灰色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。土器細片を微量に含む。
　非常に固くしまる。)
 6 暗黄灰褐色砂質土（粒子の粗い砂を多く含む。やや固くしまる。)

SK13
 1 明灰褐色土（ややしまる。粘質弱。)
 2 黄灰褐色砂質土（明灰褐色土をﾌﾞﾛｯｸ状に少量含む。非常に固くしまる。)
 3 黄灰褐色砂質土（1～2cm大を下位にやや多く含み非常に固い。1層土のﾌﾞﾛｯｸを
　少量含む。)
 4 黄灰褐色砂質土（3層土に近い。5層土を少量含む。ややしまる。)
 5 明橙褐色砂質土（3層土を少量含む。しまりなし。)
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第４６図　Ｃ区１６・１７・１９～２１号土坑遺構実測図（1/40）
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 1 黒褐色土（やや粘質。土器を少量含む。)
 2 灰黄褐色土（砂質混じり。ややしまる。)
 3 1層＋2層の混じり土（茶褐色地山ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。)
 4 暗灰黄褐色土（黄褐色砂質土を均質に多量に含む。土器を含む。)
 5 暗黄褐色砂質土（1層土をまだらに多量に含む。しまる。砂質は目が粗い。)
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第４７図　Ｃ区土坑出土遺物実測図（1/4、1/2[30,31]）
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３. 周溝状遺構（ＳＶ）
１号周溝状遺構（第４８図／図版－）
　調査区東端で検出した。ほぼ南北に縦走し、南北ともに調査区外へと広がるため全容は不明である。
断面形状は逆台形である。
　出土遺物（第４９図／図版－）
　出土遺物は混ざりと考えられる弥生中期前葉甕破片が出土している。1 は土師器の坏で、7 世紀頃
に比定される。

Ｃ区 １ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

（28.40） 0.90～1.00 逆台形状 N‐59°‐E 後 SD03、SC06・09・、SK12その他多数

概要

Ｃ区 ２ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.70～0.84 0.22～0.42 逆台形状 N‐66°‐E 後 SD05、SC06・09・20・16その他柱穴

概要

Ｃ区 ３ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.24～0.40 逆台形状 N‐27°‐W 後 SC04・05・09、SD09・12その他多数

概要

Ｃ区 ４ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.48～0.54 逆台形状 N‐76°‐E 後 SC8・12その他多数

概要

Ｃ区 ５ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SD02、その他柱穴

不整形な逆台形 N‐12°‐W 後

概要

Ｃ区 ６ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.50～1.34 不整形な逆台形状 N‐5°‐W 後 SK20、SC14

概要

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物出土量は少なく、弥生土器片や丹塗土器片などが
出土している。時期は弥生中期後葉以降であろう。

出土遺物なし

南北方向に縦断する溝である。部分的に溝幅が狭くなる箇所が確認できる。検出標高は12.000ｍ前後である。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器甕や鉢が出土している。時期は弥生中期末以
降に埋没したと考えられる。

出土遺物なし

南北方向に縦断する溝。上層を表土剥ぎ及び検出時に下げすぎたため全容は不明である。西から北にかけてﾃﾗｽ状の
段を持ち、他の溝と違い断面が階段状である。他の溝と性格が違うと考えられる。検出標高は11.900ｍ前後であ
る。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版　　] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土師器底部ﾍﾗ切りの皿や瓦質土器、青磁碗破片などが
出土している。12世紀ごろ埋没か？

出土遺物なし

SD01、02と同じく東西方向に横断する溝である。幅も狭く西へ向かい浅くなる。検出標高は12.000ｍである。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

多期にわたる多くの土器片が出土している。越州窯系
青磁皿？破片より11世紀～12世紀代の溝であろう。

出土遺物なし

南北に縦断する溝である。幅も狭く浅い。検出標高は12.000ｍである。

第４８図／図版‐　　　 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

SD01同様、多期にわたる多くの遺物が出土した。時期
はSD01と同時期頃埋没したと考える。

出土遺物なし

SD01に並行する溝である。SD01に比べ浅い。検出標高は11.800ｍ～12.000ｍである。

第４８図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

多期にわたる多くの遺物が出土した。2は最下層からの
出土である。17世紀後半の所産である。

出土遺物なし

調査区を東西方向へ横断する溝である。検出標高は11.900ｍである。
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Ｃ区 ７ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

お椀形状 N‐9.5°‐E 後

概要

Ｃ区 ８ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SD03、P056

逆台形状 N‐45.5°‐E 後 SD09その他の遺構

概要

Ｃ区 ９ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SD03・08

不整形な逆台形状 N‐61°‐W 後

概要

Ｃ区 １０ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

逆台形状 N‐32.5°‐W 後

概要

Ｃ区 １１ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 P032・035・047、SK14

ゆるい逆台形状 N‐38.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １２ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先 SD01・03その他柱穴

逆台形状 N‐3.5°‐E 後

概要

Ｃ区 １３ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

― N‐60.5°‐E 後

概要

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

支脚や器台、甕など多くの遺物が出土している。時期
は弥生中期末～後期中葉の埋没であろう。

出土遺物なし

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

微量だが弥生土器片が出土している。時期は弥生中期
後葉以降であろう。

出土遺物なし

非常に浅い溝である。南側はSK14に切られ、北は調査区外へと広がるため、詳細は不明である。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ]

SC09に切られることと、東側を攪乱により削平されていることにより、全容は不明である。

北側は調査区外へと広がり、南はSD01に切られるため全容は不明な点が多い。検出標高1.900ｍ前後である

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の高坏、甕や支脚などが出土している。時期
は中期後葉と比定される。

出土遺物なし

その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

外面がﾀﾀｷをﾊｹ目で消している弥生土器片が出土。図示
不可能であったが、時期は弥生終末以降であろう。

出土遺物なし

上層を掘削時に掘り過ぎたため、溝の一部分のみが検出できた。検出標高1.80ｍ前後である。南北方向に縦断する
溝であったと考えられる。おそらく、SD03に並行する溝であろう。性格は不明である。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第４９図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生土器の鉢や、外面に暗文の残る鉢形高坏が出土。
弥生中期末～後期前葉頃の埋没か？

出土遺物なし

溝の底の形態は他のもとは違い、ﾃﾗｽ状の段を持ちながら南へ低くなる。SD01～04とは性格の違う溝だと考える。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

遺物の出土は微量でいずれも図示するに至らなかっ
た。時期は弥生中期後葉以降であろう。

出土遺物なし

南北方向の溝である。東側は調査区外へのび、西側はSD03に切られるため全容は不明であるが、溝の幅も一定では
ないため、SD01～04とは性格が違う溝だと考えられる。

第４８図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 － 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物は弥生土器片、丹塗土器片などがある。弥生
終末～古墳初頭の埋没か？

出土遺物なし

南北方向の溝である。SK13に切られ、北側は調査区外へと広がるため全容は不明である。
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５. ピット（SP）（付図／図版－）
C 区で検出した柱穴は約 140 基でそのうち約 120 基より遺物が出土している。そのうち 8 基が図

示可能であったためここで報告しておく。
　出土遺物（第４９図／図版－）
　いずれも破片であったが、図示可能なものを図化した。時期は、弥生中期中ごろと、終末期に比定
されよう。

第４８図　Ｃ区１号周溝状遺構、１～１３号溝遺構実測図（1/40）
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SV01
 1 黒褐色土（白色砂をやや多く含む。固く しまる。粘質弱。)
 2 黒褐色土（明黄褐色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。遺物をやや多く含む。　
しまる。粘質弱。)
 3 暗黄灰色土（砂質混じり。しまる。)
 4 暗灰黄色土（砂質混じり。しまる。)
 ※3、4層流れこみか(暗黄褐色の砂質地山を多く含むため。)

SD01 ①
 1 灰褐色土（ボソボソしていおり、軟らかい。遺物を多く含む。）
 2 茶灰褐色土（地山を粒子状に含む。しまりなし。軟らかい。粘
　質弱）
 3 暗灰褐色土（ややしまる。粘質弱）
 4 暗灰褐色土（黄色砂質土をやや多く含む。軟らかい。粘質弱）
 5 茶灰褐色土（砂質まじり。地山土をやや多く粒子状に含む）
 6 茶灰褐色土＋橙褐色砂質土の混じり土（やや固くしまる。）

SD01 ②
1 暗灰褐色土（ボソボソしている。軟らかい。粘質弱）
2 暗灰褐色土（ややしまる。粘質弱）
3 茶配色砂質土（非常に固くしまる。地山土に近い）
4 暗灰褐色砂質土（1㎝弱の小石を多量に多く含む） 
5 茶灰色砂質土（１層土   が少量混じる為、やや粘質土混じり）
6 黄灰色砂質土（目の粗い砂質土。しまりなし。）
7 黄灰褐色砂質土（目の細かい砂質土。やや地山質土。しまりな
　し。）
8 黄褐色砂質土（ﾏﾝｶﾞﾝ質状に変色し固いが、しまりなし。）
9 明黄灰色砂質土（非常に砂目も粗く、やわらかい。）

SD03
 1 明灰褐色土（3㎝大の黄褐色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。やや固く、粘質
　弱）
 2 明灰褐色土（粘質弱、やや固い）
 3 明灰褐色土（1～2㎝大の黄褐色ブロックを多量に含む。粘質
　あり。）
※全体的に地山土をブロック状に含む。 

SD04
 1 暗灰色土（黒褐色土・黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸ土
　を下位に少量含む。粘質あり。）
 2 灰褐色土（軟らかい）
 3 灰褐色土（ややしまる。粘質弱）
 4 灰褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸ土をやや多く
　含む。しまりなし。）
 5 灰茶褐色土（粘質あり。しまりなし。）
 6 暗灰褐色土（粘質あり。しまりなく、軟ら
　かい。）

SD06
 1 灰褐色土（やや砂質混じり）
 2 暗黄灰褐色砂質土（1層土をﾌﾞﾛｯｸ状にやや多く含む。固く
　しまる。）

SD07
 1 暗灰褐色土（砂質まじり。土器をやや多く含む。固くしまる。粘質弱。）
 2 灰黄褐色土（目の粗い砂質まじり。1～3㎝大の明黒色ﾌﾞﾛｯｸを少量含む。）
 3 暗灰褐色ブロック土＋暗黄褐色砂質地山土の混じり土（小礫を微量に含む。固くしまる。粘質弱。）
 4 暗黄褐色砂質土＋暗灰褐色ブロック土(少量)の混じり土（全体的に砂質。固くしまる。）
 5 暗黄褐色砂質地山質土

SD11
 1 明黒褐色土（3～5㎝大の黄褐色砂質地山ﾌﾞﾛｯｸを多く含む。しまり
　弱。）
 2 淡茶黄褐色土（1層土をﾌﾞﾛｯｸ状に少量含む。しまる。粘質弱。）
 3 黄褐色砂質土（固くしまる。）
 4 淡茶褐色土（黄褐色地山ﾌﾞﾛｯｸをやや多く含む。粘質弱。）
 5 淡茶褐色土（１層土を均質にﾌﾞﾛｯｸ状に含む。粘質弱。）

SV01

SD02a-a′

SD02b-b′

SD02c-c′

SD01 土層①

SD01②

SD03 土層

SD04 土層

SD05

SD06 土層

SD07 土層

SD11 土層

SD09a-a′

2m0
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第４９図　Ｃ区１号周溝状遺構、１～１３号溝、ピット出土遺物実測図（1/4）

第５０図　Ｃ区ピット出土石製品、土製品実測図（1/2）
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　D 区で検出した遺構は井戸 17 基、土坑 21 基、溝 13 条、その他ピット約 40 基である。以下、表
形式で報告する。表についての留意点は第３章２を参照。
1、井戸（ＳＥ）
Ｄ区 １ 号井戸

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 円 N‐34°‐W 後

概要

Ｄ区 ２ 号井戸

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

円 円 N‐6.5°‐E 後

概要

Ｄ区 ３ 号井戸

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

円 楕円 N‐22.5°W 後

概要

Ｄ区 ４ 号井戸

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円 楕円 N‐10°‐E 後

概要

Ｄ区 ５ 号井戸

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

不整形楕円 楕円 N‐0° 後

概要

２、土坑（ＳＫ）
Ｄ区 １ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 P016・017

楕円 楕円 N‐79°‐W 後

概要

Ｄ区 ２ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

瓢箪状 円 N‐29.5°‐W 後

概要

第５２図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版７] その他の遺物[第５５図／図版 － ]

土師器坏・小皿や瓦器碗、青白磁など多くの遺物が出土して
いる。時期は、12世紀前半～13世紀代であろう。

2は石鍋である。口縁部に放射状の工具痕が残る。3は
鉄製鎌である。

上層はSD04に切られる。土層観察により、掘り返しが確認できた。南側は掘り返しである。最深部より緩やかに立
ち上がり、ﾃﾗｽ状の段が確認できる。北側の底面は緩やかに立ち上がる。

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

多くの土器が出土している。時期は、弥生中期後葉までであ
ろう。

出土遺物なし

北側が調査区外へと広がるため全容は不明である。東西両側にﾃﾗｽ状の段が確認できる。

第５１図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

青白磁碗の破片のほかに、瓦質の擂鉢が出土している。 出土遺物なし

西側上層をSD04に切られる。中央が最深部となる。最深部から緩やかに立ち上がり、一段の段を持つ。そこから内
湾しながら立ち上がる。

第５１図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版６] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土師器坏、青磁碗・皿が出土している。12世紀中ごろ～13世
紀中ごろであろう。
南側をSD04に切られる。東側にﾃﾗｽ状の段を持ち、中央部分が最深部となる。最深部は南へと低くなる。壁面より立
ち上がりは、緩やかである。

第５１図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

12世紀末～13世紀初頭の所産と考えられる、土師器小皿・
坏、中世須恵器鉢が出土している。

出土遺物なし

東側上層を攪乱により削平される。一段のﾃﾗｽ状の段を持つ。

第５１図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版 ‐ ] その他の遺物[第５５図／図版 － ]

土師器の小皿・坏、青磁碗などが出土している。12世紀前半
～後半に比定される。

1は砥石である。ほぼ全面を砥面として使用している。

西側が調査区外へと広がるため、全容は不明な点が多い。中央部分が最深部で、ﾃﾗｽ状の段を持つ。このﾃﾗｽ状の段
から、壁面が内湾して立ち上がる。

第５１図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５３図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土師器小皿・坏、青磁碗などが出土している。13世紀前半ご
ろの所産と考えられる。

出土遺物なし

北は調査区外へと広がる。南から中央の最深部まで2段階のﾃﾗｽ状の段を持つ。下から2段目のﾃﾗｽは、壁面が緩く内
湾して立ち上がる。また、南東部分から最深部までもﾃﾗｽ状の段をもつ。

第７章　D区の遺構と遺物
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Ｄ区 ３ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

長楕円 長楕円 N‐42°‐W 後

概要

Ｄ区 ４ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

長楕円？ 長楕円？ N‐10.5°‐W 後

概要

Ｄ区 ５ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 SK06、P020

楕円 楕円 N‐79°‐W 後

概要

Ｄ区 ６ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先 SK01、P017

楕円？ 楕円 N‐79°‐W 後

概要

Ｄ区 ７ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

不整形楕円 円形 N‐73°‐E 後

概要

Ｄ区 ８ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

長楕円 長楕円 N‐81°‐W 後

概要

Ｄ区 ９ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

円形 円形 N‐10.5°‐E 後

概要

Ｄ区 １０ 号土坑

平面形態 底面形態 長軸 短軸 深さ 長軸方位 先

楕円？ 楕円？ N‐9.5°‐W 後

概要

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物は少量でる。時期は弥生中期中頃に比定されよう。 出土遺物なし

北側は現代の井戸に切られ、東側はSD01に切られるため、遺構の全体形は不明である。

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

弥生中期末～後期初頭に比定される土器が出土している。 出土遺物なし
攪乱により削平箇所があるため、詳細不明な点がある。最深部は南側で80㎝前後の土坑状に掘り込まれ、東から西
へと下がる。最深部から北へ一段上がり、長軸1.36ｍ、短軸0.96ｍの土坑状の浅い掘り込みがある。性格の不明で

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

出土遺物なし 出土遺物なし

他の遺構に切られ、全容は不明である。底面は、西から東へ下がる。

内面に稜が入らないﾀｲﾌﾟの土師器の小甕である。時期は5世
紀後半以降であろう。

出土遺物なし

最深部は西側である。中央が一番低く鉢状で、東へ緩やかに立ち上り、ﾃﾗｽ状の段を持つ。性格は不明である。

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

時期は弥生中期前葉～中期後葉であろう。 出土遺物なし
平面形態は楕円だが南西隅がやや方形状である。北側をSK01に切られる為全容は不明である。底面は南から北へ下
がる。

上層を攪乱によって削平され、東側はSD05により切られ詳細は不明である。底面は北から南へ下がる。

底面からほぼ垂直に壁面が立ちあがる。また、中央部分がいちばん低い。

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土器片が出土しているが、細片である。時期不明古代か？ 出土遺物なし

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第 ‐ 図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

多くの遺物を出土しているが、図化するに至らなかった。時
期は12世紀中ごろの遺構であろう。

出土遺物なし

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版６] その他の遺物[第５５図／図版８]

土師器の丸底坏や有稜の高坏が出土している。時期は古墳中
期中葉～後期初頭であろう。

4は土製の模造鏡である。

南側は調査区外へと広がるため詳細不明である。底面は中央部分がいちばん低くゆるい鉢形状である。性格不明な
土坑である。

第５２図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５４図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]
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第５１図　Ｄ区１～５号井戸遺構実測図（1/60）
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第５２図　Ｄ区１～１０号土坑遺構実測図（7,9,10 は 1/60、他は 1/80）
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第５３図　Ｄ区１～５号井戸、２号土坑出土遺物実測図（1/4）
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第５４図　Ｄ区１・３・４・６～８号土坑出土遺物実測図（1/4）

第５５図　Ｄ区井戸、土坑出土石製品、土製品、金属製品実測図（1/2、1/4[1,2]）
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Ｄ区 １ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

ラッパ状 N‐11°W 後

概要

Ｄ区 ２ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

ラッパ状 N‐10.1‐E 後

概要

Ｄ区 ３ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

逆台形 N‐8.5°‐W 後

概要

Ｄ区 ４ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

0.54～0.76 逆台形 N‐79.5°‐E 後 SK02、SE04、SE05

概要

Ｄ区 ５ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

1.02～1.44 036～0.44 逆台形 N‐2°‐W 後

概要

Ｄ区 ６ 号溝

長軸 幅 深さ 断面形態 長軸方位 先

1.18～2.16 0.53～0.25 鉢状 N‐3°‐W 後

概要

多期にわたる多くの遺物が出土している。17世紀前半
以降には埋没したと考えられる。

上層で砥石と不明金属製品が出土した。不明金属製品は斧
の可能性がある。3は土錘で下層よりの出土である。

ほぼ南北に縦断する溝で、南から北へと深くなる。南北ともに調査区外へと広がるため、詳細は不明である。

付図／図版‐ 主な遺構との先後関係

ほぼ南北に縦断する溝で、北から南へと深くなっていく。南北ともに調査区外へと広がるため、詳細は不明であ
る。

付図／図版‐ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第５８図／図版 － ]

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

17世紀末～18世紀中ごろの所産と考えられる染付の猪
口が出土している。

出土遺物なし

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

土師器の鍋破片や、染付碗が出土している。17世紀中
ごろ埋没したと考えられる。

出土遺物なし

南北に縦断する溝である。南北ともに調査区外へと広がるため、詳細は不明である。断面は、中央部分がいちばん
低くやや『V』字形風である。

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

青白磁の破片や、土師器の小皿が出土している。時期
は13世紀中ごろ～14世紀初めであろう。

出土遺物なし

方形の周溝状の遺構で、北半分を検出した。地図上で墓地の区画とほぼ一致するため、墓地の区画溝であると考え
られる。

第５６図／図版‐ 主な遺構との先後関係

ほぼ南北に縦断する溝である。南北ともに調査区外へと広がるため、詳細は不明である。

付図／図版‐ 主な遺構との先後関係

第５６図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第５８図／図版　　]

多期にわたる多くの遺物が出土した。陶磁器片より、
17世紀後半以降の埋没と考えられる。

1は石鍋である。2は土鈴である。外面ほぼ中央に沈線が残
る

調査区を縦断する溝である。A区SD02の続きの溝であろう。多くの遺物が出土している。

第５６図／図版３ 主な遺構との先後関係

構造

出土
遺物

土器[第５７図／図版 ‐ ] その他の遺物[第 － 図／図版 － ]

15世紀中ごろ以降の土師質の鍋である。 出土遺物なし
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第５６図　Ｄ区１～３号溝遺構実測図（1,2 は 1/60、3 は 1/40）

第５７図　Ｄ区１～６号溝出土遺物実測図（1/4）
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SD02ベルト
 1 淡黒色土(砂粒混じるが粘性あり。土器片多量に含む。)
 2 淡黒色土(砂粒細かい。ゆるい。)
 3 淡黒色土(2層に似るが、礫含む。)
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SD01ベルト
 1 暗灰色土(砂粒多く含み、よくしまる。土器片多量に含む。)
 2 淡黒色土(やや砂質あり。ややしまる。土器片多量に含む。)
 3 淡黒色土(ゆるい。砂粒多く含む。土器片多量に含む。)
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第５８図　Ｄ区溝出土石製品、土製品、金属製品実測図（1/2、1/3[1]）

第５９図　Ｄ区ピット出土遺物実測図（1/4）
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第８章　調査の成果

１. まとめ
　小板井屋敷遺跡は、これまでの調査により弥生時代中期後半、弥生時代後期後半～古墳時代初頭の
住居跡や中近世の井戸状遺構や区画溝と思われる大溝が多く確認されている。本調査は 5 次調査に
あたるが、他調査と同様の時期の遺構が数多く確認された。
　小板井屋敷遺跡５次調査で検出した遺構は以下とおりである。
小児棺１基（Ｂ区）、祭祀土坑５基（Ｂ区）、住居跡２９軒（Ａ区１１軒、Ｃ区１８軒）、土坑４１基（Ａ
区３基、Ｂ区１０基、Ｃ区１８基、Ｄ区１０基）、井戸５基（Ｄ区）、溝２８条（Ａ区３条、Ｂ区６条、
Ｃ区１３条、Ｄ区６条）その他ピット群が 260 基である。
　まず、Ｂ区であるが、平成９年に調査された小板井屋敷遺跡の１次調査地の南約 100 ｍ地点に位
置するが、当初、１次調査と同時期の遺構を予想していたが、検出したのは弥生時代中期前葉～中葉
の小児棺１基と、祭祀土坑５基である。小板井屋敷遺跡内においても、当該時期の遺構はあまり確認
されておらず、周辺遺跡の大板井遺跡や、小板井ぐうてんさん遺跡との関連も注目される。また、今
回報告はできなかったが、Ｂ区１号祭祀土坑より出土した、黒曜石を産地同定に出しており小板井地
区の弥生時代遺跡群の様相もあきらかになってくるであろう。（詳細は、今年度報告の三沢遺跡に掲載。
参照されたし。）
　Ａ区、Ｃ区であるが、ほぼ同時期の住居群が検出されている。特筆すべき点は、Ａ区の２号住居跡
出土の鉢である。（第５図の１０）である。外面に格子目のたたきを施す。当該地域周辺では見られ
ない様相の鉢である。大陸からの影響を受けている可能性がある。
　Ｃ区であるが、表土剥ぎ時に上層を剥ぎすぎてしまい、詳細な住居の記録は取れなかったが、１２
号住居において大量の土器が出土している。遺物はいずれも貼床直上のベット状遺構から、床面にか
けての出土である。住居廃棄時に一括して住居内に廃棄した可能性がある。
　Ｄ区であるが、他区と違い、住居跡は出土せず、土坑や井戸が出土している。特筆すべき点は４号
溝であるが調査開始前に字図で墓地（近世）を確認しており、現地においても、まだ現在も使用され
ている墓が存在していた。表土剥ぎ後、検出した区画と墓地の区画が一致することから、４号溝は近
世の墓域の区画溝であることが判明した。
　溝であるが、検出した溝は２８条にも及ぶ。そのうち、Ａ区２号溝とＤ区１号溝は同一の大溝であ
ることが分かった。時期は 17 世紀後半以降の埋没と考えられる。この溝は今年度調査の近隣調査区
からも検出されている。この『大溝』は、小板井屋敷遺跡３次調査からも区画と考えられる溝が発見
されていることからも、区画溝と考えている。また、Ｂ区１号溝とＣ区１号溝も同一の溝であろう。
時期も先に報告した大溝同様 17 世紀後半以降の埋没である。同時期の区画溝と考えられる溝が何条
も存在していた可能性がある。今後の調査成果で明らかになってくるであろう。

　以上、小板井屋敷遺跡５の概略をまとめたが、Ａ区、Ｃ区において詳細な記録を取ることがでず、
各遺構について十分な評価を行うことができなかったことを、ここで深く陳謝する。
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口径 底径 器高
甕 ‐ 約1/4強 橙色 砂粒:2～3㎜ 良好 口:ﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ後ﾊｹ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾅﾃﾞ 内外面に黒斑あり

甕 ‐ ‐ 小片
外:にぶい黄橙色～灰黄褐色
内:橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～3㎜ 良好 口:横ﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ 内:ﾊｹﾒ 口縁部外面、胴部にｽｽが付着。

鉢 ‐ 口～胴
外:淡橙色～にぶい黄橙色
内:淡橙色～灰黄褐色

砂粒:1～3㎜ 良好 口:ﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ 内:ﾊｹ 外面口縁部～胴部に黒斑あり

鉢 ‐ （9.2） 2/3強
外:にぶい黄橙色～浅黄橙色
内:にぶい橙色～淡黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ 外面胴部～底部にかけて黒斑あり

甕 ‐ 約1/2強
外:灰白色～褐灰色
内:浅黄橙色～にぶい橙色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻ後ﾀﾀｷ,ﾊｹ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ,強いﾕﾋﾞｵｻｴ

外面胴部～底部にかけて黒斑あり

甕 ‐ 3/4弱
外:灰白色～灰褐色
内:にぶい橙色～灰白色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ｹｽﾞﾘ 内:
ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面口縁部から底部付近に黒斑あり。
外面胴部調整ﾀﾀｷ後ｹｽﾞﾘ

甕 ‐
ほぼ
完形

外:にぶい黄橙色～橙色　内:
にぶい黄橙色～灰黄褐色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾅﾃﾞｹｼ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾕﾋﾞｵ
ｻｴ後ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞｹｼ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

内外面胴部一部に黒斑あり。内面1/2
がﾊｹ後ﾅﾃﾞｹｼ。外面胴部僅かにﾀﾀｷか?
ほぼﾊｹとﾅﾃﾞにより消される。

甕 ‐
～16.0

ほぼ
完形

外:灰白色～褐灰色
内:浅黄橙色～灰白色

砂粒:1～2㎜ 良好
外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ｹｽﾞﾘ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞｹｽﾞﾘ(一部ﾀ
ﾀｷ),ﾀﾃｹｽﾞﾘ 内:細かいﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ
後ﾅﾃﾞ

外面胴部に黒斑あり。外面胴部に僅か
にﾀﾀｷ痕あり。ｹｽﾞﾘにより消えてい
る。

甕 ‐
ほぼ
完形

外:浅黄橙色～灰褐色
内:浅黄橙色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ後ｹｽﾞ
ﾘ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ,ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ

外面胴部～底部にかけて黒斑あり

鉢 ‐
全体
約3/4

外:橙色～黒褐色
内:橙色～灰黄褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ(格子目)ｹｽﾞﾘ 内:ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ後ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面胴部～底部に黒斑あり。外面胴部
上半に格子状のﾀﾀｷを施す。

鉢 ‐ ‐ 小片 外:明赤褐色　内:橙色
砂粒:1～2
㎜,金雲母:
微量

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾐｶﾞｷ(丹塗り) 内:ﾊｹ後ﾖｺ
ﾅﾃﾞ,ﾊｹ

外面丹塗。

高坏 ‐
裾

裾:約1/4 外･内:橙色～にぶい橙色
砂粒:微細～
1㎜,金雲母:
微細多

良好
外:ﾅﾃﾞ(一部ﾖｺﾐｶﾞｷ),ﾐｶﾞｷ,ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾅ
ﾃﾞ(一部ﾊｹ),ﾊｹ

裾部に穿孔3か所残る。外面裾部に一
部丹塗りが残る。

甕 ‐ 底:約1/4
外:にぶい橙色～浅黄橙色
内:にぶい橙色～にぶい褐色

砂粒:1～3㎜ 良好 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

甕 ‐ ‐ 小片
外:橙色～灰黄褐色
内:灰白色～灰黄褐色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ｹｽﾞﾘか? 内面は摩耗により不鮮明だがｹｽﾞﾘか？

甕 ‐ ‐ 小片
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
にぶい橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～3㎜
多

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ

1条の突帯あり

甕 ‐ 小片
外:褐灰色～灰白色
内:にぶい橙色～灰白色

砂粒:1～2
㎜,金雲母:
微細～2㎜

良好
口:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ
外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹﾒ

甕
全体
約3/4

外:灰白色～褐灰色
内:にぶい黄橙色～褐灰色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹ 底:ﾊｹ後ﾅﾃﾞ
内:ﾊｹ,ﾊｹ(ｸﾓの巣状)

外面胴部に黒斑あり。内面下半調整の
ﾊｹﾒはｸﾓﾉ巣状に施す。

甕 ‐ ‐ 底:小片 外･内:にぶい橙色～橙色 砂粒:1～2㎜ 良好
外:ﾊｹﾒ,一部工具痕 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾅﾃﾞ

外面ﾊｹﾒ調整、一部工具痕残る。

短頸壺
～13.65

全体
約3/4

外:浅黄橙色～赤色
内:橙色～赤色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾐｶﾞｷ 外:丹塗り,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾐｶﾞｷ 底:ﾅ
ﾃﾞか? 内:ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

内面口縁部、外面に丹塗りを施し、内
面胴部に丹だれを確認。口縁部に穿孔
4か所。器形に歪みがある。

甕 ‐ ‐
口:
小片

外:浅黄橙色　内:橙色～にぶ
い橙色

砂粒:2～3㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ,強いﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後強い
ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖ
ｺﾅﾃﾞ

鉢 ‐ ‐ 小片
外:にぶい黄橙色～褐灰色
内:黒褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:ﾊｹﾒ 内面に黒斑あり

土師器
坏

全体
約1/4

外:にぶい橙色～淡橙色　内:
にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好 口・外・内:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り

羽釜 ‐ ‐ ‐
胴:
約1/2

外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好 外:ﾊｹﾒ,ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾊｹﾒ後一部ﾅﾃﾞ 外面に粘土接合痕残る

青磁
皿

全体
約1/4

釉:オリーブ灰色　胎:黄灰色 良好 内・外:施釉 高台内:露胎 口縁が輪花風

瓦質
鉢

‐ ‐ 小片
外:灰色～灰黄褐色　内:黄灰
色～褐灰色

砂粒:1～2㎜ 良好 口・外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾊｹﾒ 外面2条の突帯あり

≪Ｂ区出土土器≫

口径 底径 器高

上甕 ‐ ‐ 約1/6 外･内:にぶい黄橙色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,工具に
よるﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ

外面に種子圧痕(ﾓﾐ？)とそれに伴う破
裂痕あり。内面に布状の圧痕残る

下甕
口:約1/3

欠損
外･内:にぶい黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜非常に多
い

良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ
底:ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,
ﾅﾃﾞｱｹﾞ

外面底部に黒斑あり。口縁部は磨滅が
著しく調整不明。

甕 ‐
口:
約2/3

外:にぶい黄橙色～橙色　内:
橙色～灰褐色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ 内:強いﾖｺ
ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面胴部にｽｽ付着。内面胴部に炭化物
付着。

甕 ‐ 口:2/3
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ 内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,
ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

甕 ‐
口～
胴:1/2

外:橙色～にぶい橙色
内:にぶい黄橙色～橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞか?
外面胴部にｽｽ付着し一部被熱による赤
変が確認できる

甕
口～胴,
底:1/2

外:橙色～灰褐色　内:橙色～
灰黄褐色～灰褐色

砂粒:1～3㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ

同一2個体を図面上で合成。胴部に僅
かにｽｽ付着。内面底部に炭化物付着。
胴下半でｺｹﾞ強く残る。

甕
口:3/4欠

損
外･内:橙色～にぶい橙色 砂粒:1～2㎜ 良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ 底:工具ﾅﾃﾞか? 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

外面ｽｽ付着。内面に炭化物(ｺｹﾞ)あ
り。底部ﾓﾐ圧痕､工具痕残る。

甕 全体3/4
外:にぶい黄橙色～橙色　内:
橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ
内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

下層出土遺物と接合。外面全体的にｽｽ
付着。

甕 ‐
口～
胴:3/4

外･内:橙色～灰褐色 砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面胴部・口縁部にｽｽ付着

甕 ‐
底部
欠損

外:橙色～灰褐色
内:橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着。1条の突帯あり。内面
に黒斑あり

甕 ‐
口～胴:
約1/3

外･内:橙色～にぶい黄褐色 砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ
内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞか?,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞか?

口縁部外面にｽｽ付着。1条の突帯あ
り。

甕 ‐
胴～

底:1/2弱
外:赤橙色～灰褐色
内:橙色～黒褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ
内面に炭化物、外面にｽｽ付着。外面表
面の剥離が著しい。

甕 ‐
胴～
底:2/3

外:橙色～にぶい橙色
内:灰褐色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 外面は磨滅している。

甕 ‐
胴～
底:1/2

外:にぶい橙色～黒色
内:灰黄褐色～黒色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ
外面に黒斑あり。外面約1/2の表面が
剥離している。

蓋
天井部 裾 外:橙色～にぶい橙色

内:橙色～灰褐色
砂粒:1～2㎜ 良好

裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ 天:ﾅﾃﾞ 内:ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾅﾃﾞ

内面裾部にｽｽ付着。

広口壺 ‐ 口:欠損
外:橙色～にぶい黄橙
内:橙色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾖｺ方向ﾊｹ,ﾊｹ 底:ﾊｹﾒ 内:ﾐｶﾞｷ
全体的に磨滅。底部に黒斑あり。外面
に丹を施す。部分的にﾀﾃ～ﾅﾅﾒのﾐｶﾞｷ
が確認できた。

広口壺 ‐
口～
胴:3/4

外:橙色～にぶい赤褐色　内:
橙色～赤褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:暗文,ﾐｶﾞｷ 内:ﾊｹ
内外面摩滅している。外面頸部に暗文
を施す。

甕 ‐
胴～
底:3/4

外:橙色～にぶい橙色　内:に
ぶい黄橙色～黒褐色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 下層より出土。胴部内面に黒斑あり

甕 口～胴
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～灰褐色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:強いﾖｺ
ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

下層より出土。

小板井屋敷遺跡５　出土遺物観察表
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挿図
番号
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残存・成形・調整技法＝外：外面　口：口縁　内：内面　底：底部　天：天井部　裾：裾部　坏：坏部　台：高台

出土
遺構

挿図
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図版
番号
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色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考残存
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口径 底径 器高

甕 ‐ 口:約1/5
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:強いﾖｺﾅ
ﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

下層より出土。

鉢 ‐ 口～胴
外:橙色～明赤褐色　内:赤色
～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 内･外:ﾐｶﾞｷ
下層より出土。内外面ともに磨滅が著
しく焼成不明。

器台 裾9.0 全体2/3 外･内:橙色～にぶい橙色 細砂粒含む
やや
不良

外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 全体的に磨滅し、内面は剥離気味。

器台 ‐
裾

外･内:橙色～にぶい黄褐色 砂粒:1㎜ 良好
外:ﾊｹﾒ,ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ後ﾅﾃﾞ,強いﾖｺﾅﾃﾞ

下層より出土。裾部に赤変箇所あり。

支脚 裾9.7 約1/3
外:橙色～灰褐色　内:橙色～
灰黄褐色

金雲母
やや
不良

外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 裾:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ
裾部に圧痕残る。器壁が剥落してい
る。裾内部は摩滅し調整不明。

支脚 約3/4 にぶい橙色
金雲母:多
い､微砂粒

やや
不良

ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾃﾞ
下層より出土。器形がゆがんでおり、
楕円である。

支脚
裾6.4～

裾 外:にぶい橙色～灰褐色
砂粒:1㎜僅
か,金雲母

良好 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 裾:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 全体的に器壁が剥落している

甕 ‐
口～

胴:1/3強
外:橙色～黒褐色　内:橙色～
にぶい橙色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:強い
ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

一部器面が剥離している。口縁部外面
に一部黒斑残る。

甕 ‐
口～胴:
約2/3

外:にぶい橙色～黒褐色　内:
橙色～黒褐色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:強いﾖ
ｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面全体的にｽｽ付着。内面下半にｺｹﾞ
あり。

甕 ‐ 口～胴
外:橙色～灰黄褐色　内:橙色
～にぶい褐色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:強いﾖ
ｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

甕 ‐ 口～胴 外･内:にぶい黄橙色～黒褐色 砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵ
ｻｴ後ﾅﾃﾞ

内面炭化物付着。外面ｽｽ付着。

甕 ‐ 口～胴
外:橙色～にぶい橙色　内:浅
黄橙色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ 口縁部外面にわずかにｽｽ付着

鉢
ほぼ
完形

外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,板状工具ﾅﾃﾞ 底:ﾅ
ﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

底部外面に黒斑あり。口縁部かいに1
条の突帯あり。

甕 ‐ 底部
外:橙色～にぶい褐色　内:に
ぶい橙色～にぶい褐色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

広口壺 ‐
胴～底:
約1/4

外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
外:板状工具ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ

底部黒斑あり。

壺 ‐ 口～頸
外:橙色～浅黄橙色　内:橙色
～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ後暗文,暗文 内:ﾐ
ｶﾞｷ

外面暗文を施す。

広口壺 ‐ ‐ 頸部
外:黒褐色～にぶい橙色　内:
橙色～褐色

砂粒:2～3㎜
多い

良好 外:ﾖｺﾅﾃﾞ後暗文 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ
下層出土遺物と接合。外面約6㎜間隔
で暗文を施す。外面黒塗りか？

広口壺 ‐ 頸～底 外:橙色　内:橙色
砂粒:1～3
㎜,金雲母:
多い

良好
外:ﾐｶﾞｷ,ﾅﾃﾞ,ﾐｶﾞｷ 内:ﾐｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ

下層出土遺物と接合。口縁部欠損。胴
部に2条の突帯。全体的に摩耗剥離し
ており、調整が不鮮明。

高坏 裾17.4
ほぼ
完形

外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色～浅黄橙色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾐｶﾞｷ 裾:ﾕﾋﾞｵｻｴ後
ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 坏:ﾐｶﾞｷ

全体的に磨滅。外面に丹がわずかに残
る為丹塗りの高坏か？

高坏 ‐ 裾18.05 脚～裾
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色～にぶい橙色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
外:ﾐｶﾞｷ 裾:棒状の圧痕残る・ﾅﾃﾞ,ﾊｹ
状工具,ﾖｺﾅﾃﾞ

高坏 ‐
裾 脚～裾:

約1/3
外:橙色　内:橙色～にぶい黄
橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好 外:ﾐｶﾞｷ 裾:ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

器台 ‐
裾

体～裾
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
外:ﾊｹﾒ,ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹ
ﾒ

底部に黒斑あり

支脚 ‐ 裾(7.3)
体～裾:
約1/4

外:橙色～にぶい橙色　内:に
ぶい橙色～橙色

砂粒:1㎜
やや
不良

外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 底部に穿孔か？

高坏 ‐
坏:約1/6

強
外:橙色　内:橙色 砂粒含む 良好 口:ﾅﾃﾞ 外:ﾐｶﾞｷ 内:ﾐｶﾞｷ 下層より出土

甕 (34.2） ‐ 口～胴
砂粒:2～3㎜
多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後
ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

下層より出土

甕 ‐
底:約1/4

強
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹﾒ,ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 下層より出土

甕 ‐ 胴～底
外:にぶい黄橙色～にぶい黄
橙色　内:橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

下層より出土。底部被熱による赤変あ
り。胴部外面ｽｽ付着。

甕
全体約 外:橙色～にぶい橙色　内:橙

色～にぶい橙色
砂粒:1～2㎜ 良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後
ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面調整磨滅が著しく詳細不明。外面
胴部にｽｽ付着

甕 ‐ 口～胴
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 外面胴部にｽｽ付着

甕 ‐
口～胴:
約1/4弱

外:赤色～にぶい橙色　内:に
ぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ
ﾒ 内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面口縁から胴部にかけてｽｽ付着

甕 ‐ 底
外:橙色～にぶい黄褐色　内:
橙色～黒褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 外面胴部にわずかにｽｽ付着

甕 ‐ ‐ 小片
外:にぶい橙色～橙色　内:に
ぶい橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾖｺﾅ
ﾃﾞ,ﾊｹ 内:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

器台 裾9.55 ほぼ完形
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

広口壺 ‐ 口:約1/4 外:橙色　内:橙色 砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:暗文,ﾅﾃﾞ 内:ﾐｶﾞｷ 口縁部にｽｽ付着。外面に暗文を施す。

壺 ‐ ‐ 小片
外:橙色～浅黄橙色　内:橙色
～淡黄色

砂粒:1～2㎜
多い

やや
不良

口:磨滅し不明 外:ﾅﾃﾞか? 内:ﾅﾃﾞか?
全体的に磨滅が著しく詳細不明。口縁
部内面わずかに黒斑を確認。

支脚 ‐ 底:約1/4 外:橙色　内:橙色
やや
不良

支脚 ‐
底:約1/4

弱
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色

砂粒:1㎜ 良好 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内面剥離している

支脚 ‐
底:約1/2

弱
外:にぶい橙色　内:橙色 砂粒:1㎜

やや
不良

外･裾:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾃﾞか?
内面剥離している。外面摩滅の為調整
の詳細不明。

甕 ‐ 底～胴
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～灰褐色

砂粒:1～3㎜
多い

良好
外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

内面底部にｺｹﾞ。胴部外面にｽｽ付着。

甕 ‐ ‐ 小片
外:浅黄橙色～にぶい黄橙色
内:浅黄橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

蓋 ‐ 小片
外:にぶい橙色～にぶい黄橙
色　内:にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ

蓋 ‐ 小片
外:にぶい橙色～灰黄褐色
内:にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾊｹﾒ 外:ﾊｹﾒ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ

口縁部内面にｽｽ付着

壺 ‐ 口～胴
外:橙色～浅黄橙色　内:橙色
～浅黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾀｷ後ﾊｹﾒ 内:
ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ

胴部外面に円状に黒斑残る。口縁部と
頸部の境に接合痕あり。

土師器
甕

‐
口～胴:
約1/4

外:にぶい橙色～灰褐色　内:
にぶい橙～灰黄褐色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵ
ｻｴ後ﾊｹ,ｹｽﾞﾘ

胴部外面に黒斑あり。

土師器
坏

外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～暗灰黄色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ｹｽﾞﾘ 内:不定ﾅﾃﾞ 底部に黒斑

甕 ‐ 底:約1/4 外:にぶい黄橙色　内:灰黄色
砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ
外面底部付近に黒斑。底部は焼成破
裂。

土師器
高坏

‐
裾 裾:約1/4

弱
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色～灰褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹﾒ 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞか?

土師器
坏

‐
口:約1/4

弱
外:にぶい橙色　内:にぶい橙
色

砂粒:1㎜ 良好 外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ 内面に一部ﾊｹﾒ調整を施す

瓦器
埦

‐
口～

胴:1/5弱
外:にぶい黄橙色～褐灰色
内:にぶい黄橙色～黒色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:回転ﾅﾃﾞ 外:ﾐｶﾞｷ後ﾅﾃﾞか? 内:回転
ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ,回転ﾅﾃﾞ

内面全体的に黒斑あり。外面摩滅して
いる。

瓦器
埦

高台 外:灰色～灰白色　内:灰色～
黄灰色

精良 良好
口:ﾅﾃﾞ 外:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ,回転ﾅﾃﾞ後ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ,回転ﾅﾃﾞ後ﾅ
ﾃﾞ

瓦器
埦

高台
外:灰色　内:灰色 精良 良好

口:回転ﾅﾃﾞ 外:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ

土師器
皿

完形
外:にぶい橙色　内:にぶい橙
色～浅黄橙色

砂粒:1㎜ 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り 内:回
転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

土師器
皿

約1/6
外:浅黄橙色～明褐灰色　内:
浅黄橙色～にぶい橙色

砂粒:1㎜僅
か

やや
不良

口･外･内:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 内:
回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

焼成 成形・調整技法 備考器種
法量

残存 色調 胎土
出土
遺構

挿図
番号

図版
番号
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口径 底径 器高

甕 ‐ ‐ 小片
外:橙色～にぶい赤褐色　内:
橙色～にぶい赤褐色

砂粒:1～2㎜ 良好 口：ﾖｺﾅﾃﾞ 外：ﾊｹﾒ 内：ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

甕 ‐ 底部
外:橙色～灰褐色　内:橙色～
灰褐色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
外:ﾊｹﾒ 底:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ

外面ｽｽ付着。底部外面中央付近位に圧
痕残る。

支脚 ‐ 底部
外:浅橙色～にぶい橙色　内:
橙色

砂粒:1㎜ 不良 磨滅により詳細不明 全体的に磨滅が著しく詳細不明

甕 ‐ 口縁
外:橙色～淡橙色　内:浅黄橙
色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾖ
ｺﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着

甕 ‐ 底:約1/6
外:にぶい黄橙色　内:浅黄橙
色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

甕 ‐ ‐ 小片
外:橙色～浅黄橙色　内:橙色
～浅黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口･外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ 口唇部に赤変箇所あり

甕 ‐ ‐ 小片 外:橙色～灰褐色　内:橙色 砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

口縁部にｽｽ付着

甕 ‐
口:約1/4

弱
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色

砂粒:1～2㎜
やや
不良

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ
ﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

口縁部にわずかにｽｽ付着。頸部付近に
1条の突帯あり。

高坏 ‐ ‐ 小片 外:赤色～橙色　内:橙色 砂粒:1㎜ 良好 裾･内:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,暗文 外面丹塗りで、暗文を施す。

甕 ‐ ‐ 小片
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色

砂粒:1～2㎜ 良好 口･外･内:ﾖｺﾅﾃﾞ

甕 ‐ ‐ 小片 外:明赤褐色　内:明赤褐色
砂粒:2～3㎜
多い

良好 口･外･内:ﾖｺﾅﾃﾞ

甕 ‐ ‐ 小片 外:橙色　内:にぶい橙色 砂粒:1～3㎜ 良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ 底部やや上げ底気味

甕 ‐ ‐ 小片
外:灰黄褐色～橙色　内:にぶ
い橙色～橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口･外･内:ﾖｺﾅﾃﾞ

高坏 ‐ ‐ 小片
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口･外･内:ﾖｺﾅﾃﾞ 内面に工具痕あり

甕 ‐ ‐ 小片
外:にぶい黄橙色～にぶい赤
褐色　内:にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾅﾃﾞ後ﾊｹか? 底:ﾅﾃﾞ 内面が剥離している。

陶器
鉢

‐
高台

底:1/6
釉:灰黄褐色,灰黄色　胎土:
にぶい赤褐色

精良､僅かに
微砂粒

良好 外:回転ｹｽﾞﾘ 内:施釉･砂目 高台はｹｽﾞﾘ出し。

白磁
碗

‐
高台

底:1/4弱
釉:灰黄色　胎土:にぶい黄橙
色

精良､微砂粒 良好 外:施釉 台:無釉 内:施釉 高台はｹｽﾞﾘ出し。

陶器
擂鉢

‐ ‐ 小片 外:灰黄色　黄:黄灰色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ 底:ﾅﾃﾞ 内:
ﾖｺ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ

外面ﾊｹﾒ5～6本/㎝。内面擂目1単位5
本。

･04
白磁
碗

‐
高台

底部 釉:灰白色　胎土:灰白色 微砂粒 良好 外:施釉 台:無釉,回転ﾍﾗｹｽﾞﾘ 内:施釉 高台はｹｽﾞﾘ出し。

甕 ‐ ‐ 小片 外:浅黄橙色　内:浅黄橙色
砂粒:微粒～
2㎜

良好 外:ﾖｺﾅﾃﾞ 全体的に著しく磨滅している。

壺 ‐ （7.2） （2.2）
外:にぶい褐色～黒色　内:に
ぶい橙色

砂粒:微粒～
4㎜

良好 外:ﾐｶﾞｷ風ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ 外面胴部～底部に黒斑あり

甕 ‐ 底:1/4弱
外:浅黄橙色　内:にぶい黄橙
色

砂粒:微粒～
4㎜

良好 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ
底部に薄い黒斑あり。内面に破裂痕あ
り。

無頸壺 ‐ ‐ 小片 外･内:にぶい黄橙色～赤褐色 微砂粒含む 良好 磨滅しており不明 内外面に丹が残存。

壺 ‐ ‐ 小片
外:橙色　内:明赤褐色～にぶ
い黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ 外面に暗文を施す。

甕 ‐ 小片 外:赤褐色　内:赤色 砂粒:1㎜ 良好 口:ﾐｶﾞｷ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ 全体に丹を施す。

甕 ‐ 口
外･内:にぶい黄橙色～浅黄橙
色

砂粒:1㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞか?

甕 ‐
外:にぶい橙　内:橙色～にぶ
い橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾊ
ｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ

外面全体にｽｽ付着

≪Ｃ区出土土器≫

口径 底径 器高

甕 ‐ 底 外:にぶい褐色　内:黒褐色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖ
ｺ方向ﾅﾃﾞ

内面に黒斑と炭化物の付着が見られ
る。底部に小粒の圧痕あり。

鉢 完形
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:にぶい黄橙色～黒褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ
内:工具ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ

内面に僅かに炭化物・ｽｽの付着あり。
接合しあう破片の色調が違うため廃棄
後被熱を受けた可能性あり。

甕 ‐ ‐
外:黒褐色～灰黄褐色　内:橙
色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾀｷ後ﾅﾃﾞ,ﾍﾗｹｽﾞﾘ 内:ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾅ
ﾃﾞｱｹﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面にｽｽ付着。底部内面に炭化物付
着。

手づく
ね 鉢

完形
外:灰黄褐色～褐灰色　内:灰
黄褐色～褐灰色

砂粒:微粒～
2㎜僅か

良好 口･外･内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ 底:ﾅﾃﾞ

手づく
ね 鉢

完形
外:褐灰色～にぶい黄橙色
内:灰黄褐色～にぶい黄橙色

微砂粒含む 良好
口･外:ﾅﾃﾞ,強めのﾕﾋﾞｵｻｴ 内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵ
ｻｴ 底:ﾅﾃﾞ

鉢 ほぼ完形
外:褐灰色～黒色 内:灰黄褐
色

砂粒:微粒～
2㎜(主),小
石:9㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ 底:ﾅﾃﾞ 内:
放射状にﾊｹ

甕 ‐ 3/4強
外:黒褐色～灰黄褐色　内:灰
黄褐色

微粒～4㎜の
砂粒含む

良好

口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ,ﾀﾀｷ後ﾅﾃﾞ,ﾀﾀｷ
後ﾀﾃ方向ﾊｹ(一部工具ﾅﾃ),ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾅ
ﾃﾞ 内:ﾖｺ方向工具ﾅﾃﾞ,ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ,ﾊ
ｹ,工具ﾅﾃﾞ

歪みあり。口縁部を水平にした場合底
部が真下にならない。

甕 ‐ ‐ 小片
外:にぶい褐色　内:にぶい褐
色

砂粒:微粒～
2㎜

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ

甕 ‐ 口:3/4
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:にぶい黄橙

砂粒:微粒～
4㎜多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾅﾒ,ﾀﾃ方向ﾊｹ･ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺﾅ
ﾃﾞ後ﾊｹ･ﾀﾀｷ後ﾊｹ 内：ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾕﾋﾞｵｻｴ

頸部に1条の突帯あり。歪みが強い。
胴部外面に黒斑あり。ﾊｹの単位は5本/
㎝と9～10本/㎝があり、2種類の工具
を使用した可能性がある。

蓋
天

‐ 小片 外:明赤褐色 内:赤褐色
砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 天:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞﾅﾃﾞ
ｱｹﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

甕 ‐ 1/4弱 外:灰黄色～黒色　内:橙色
砂粒:微粒～
2㎜･4㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,
ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ

底部～外面にかけて黒斑あり。ﾊｹの単
位6～8本/㎝

甕 ‐ 1/4弱
外:にぶい黄褐色　内:にぶい
黄褐色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
5㎜

良好 外:ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ
内面に僅かに炭化物の付着あり。ﾊｹの
単位8～9本/㎝。

甕 ‐ 約1/6
外:にぶい黄橙色～にぶい赤
褐色　内:橙色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
4㎜非常に多
い

良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ　内:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺ方向
工具ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

外面に僅かにｽｽ付着。内外面ともに赤
変し二次焼成顕著。外面は全体底に器
面の剥落・磨滅が著しく破裂痕あり。

甕 小片
外:にぶい橙色　内面:にぶい
褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅ
ﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ単位4本/㎝

壺 ‐ 1/4弱
外:明赤褐色　底:橙色　内:
にぶい黄橙色

砂粒:微粒～
1㎜

良好
外:ﾐｶﾞｷ 底:ﾐｶﾞｷ風工具ﾅﾃﾞ 内ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ

外面丹塗り。若干磨滅している。

壺 ‐ 約1/4 外:橙色　内:褐灰色
砂粒:微砂粒
主､2㎜僅か

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾐｶﾞｷ,ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ,ﾊ
ｹ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ 内:ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ
後ﾐｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺ方向ﾊｹﾒ

口縁端部外面と肩部に丹がわずかだが
残る。

甕 ‐ ‐ 小片 外:黒色～明赤褐色　内:橙色
砂粒:微粒～
2㎜多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾀ
ﾀｷ後ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面に著しいｽｽの付着が見られる。

鉢 ‐ ‐ （4.1） 小片
外:明赤褐色～橙色　内:にぶ
い黄橙色

砂粒:微粒～
2㎜僅か

良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方
向ﾐｶﾞ 内:ﾀﾃ方向ﾐｶﾞｷ

内外面ともに暗文を施す。口縁端部は
磨滅のため調整不明である。

鉢 ‐ 約1/4
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
明赤褐色～橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾊｹ後ﾀ
ﾃ方向ﾐｶﾞｷ,ﾀﾃ方向ﾐｶﾞｷ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾖｺ
方向ﾊｹ,ﾐｶﾞｷ

内面頸部下半より、工具痕が多く残
る。全体的に調整が雑である。

器台 ‐ 小片 外:灰黄褐色　内:灰黄褐色
砂粒:微粒～
3㎜多い

良好
外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ後一部ﾅﾃﾞ,ﾀﾃ
方向ﾊｹ 内:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺ方向ﾊｹ,ﾅﾃﾞ
(一部工具ﾅﾃﾞ)

内外面ﾀﾃ方向ﾊｹﾒの単位7本/㎝。口縁
端部の調整は磨滅及び欠損してるため
不明。

･04

残存・成形・調整技法＝外：外面　口：口縁　内：内面　底：底部　天：天井部　裾：裾部　坏：坏部　台：高台

挿図
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器種
法量
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焼成 成形・調整技法 備考
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残存 色調 胎土

成形・調整技法 備考残存
出土
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口径 底径 器高

甕 外:にぶい赤褐色　内:赤褐色
砂粒:微粒～
4㎜

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ 内外面赤変し二次焼成顕著

壺 小片 外:にぶい黄褐色　内:橙色
砂粒:微粒～
3㎜主、6～8
㎜僅か

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ
外面に暗文を施し、暗文のﾐｶﾞｷは左か
ら右へ施されている。

甕 小片 外:橙色　内:橙色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ 内:ﾖｺ方向ﾊｹﾒ,ﾊｹ後
一部ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ

外面が僅かにｽｽの付着。外面が赤変し
ている。内面ﾊｹﾒの単位10本/㎝。

甕 小片 外:黒褐色　内:橙色
砂粒:微粒～
4㎜

良好
口:雑なﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ後ﾊｹ,ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊ
ｹ,ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方向のﾊｹ,ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ痕,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

外面に著しいｽｽの付着あり。外面ﾊｹの
単位7～8本/㎝、内面ﾊｹの単位6～8本/
㎝。口唇部の成形･調整非常に雑であ
る。

鉢 約1/4
外:橙色～灰褐色　内:灰黄褐
色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ後ﾍﾗｹｽﾞﾘ 内:ﾅﾃﾞ+ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ

外面に破裂痕あり。口縁部の成形が
雑。高さ･形ともに均一でない。外面
のﾅﾃﾞ調整も雑。器表面のひび割れが
著しい。

支脚
裾 外:灰黄褐色　内:にぶい黄褐

色
砂粒:微粒～
8㎜の大･小

良好
外:ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ後ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ
裾:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞｱｹﾞ,ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

裾端部に工具端部があたった痕跡あ
り。

支脚
裾 外:にぶい黄橙色～褐灰色

内:にぶい橙色～褐灰色
砂粒:微粒～
3㎜

良好 外:ﾀﾀｷ 裾:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 外面に薄い黒斑あり。

甕 ‐ 約1/3
外:にぶい黄褐色　内:にぶい
黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾅ
ﾃﾞ(ﾅﾃﾞは工具ﾅﾃﾞか?) 内:工具ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ

内面の工具ﾅﾃﾞはﾊｹﾒの工具を使用した
と考えられる。

甕 ‐ 底
外:にぶい黄色～黒色　内:に
ぶい黄橙色

砂粒:微粒～
5㎜大小,非
常に多い

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ+ﾅ
ﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,強いﾕﾋﾞｵｻｴ

外面に黒斑あり。僅かに赤変箇所あ
り。外面ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ単位7本/㎝、内面ﾖ
ｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ単位5本/㎝

甕 ‐ 底:約2/3
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:にぶい黄橙色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
6㎜大小非常
に多い

良好
外:ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後工
具ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ、内面に炭化物の付着。内面
ﾖｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒの単位5本/㎝

鉢 1/4弱
外:にぶい黄橙色～褐灰色～
黒褐色　内:黒色～にぶい黄
橙色

微粒～3㎜の
砂粒非常に
多く含む

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ･ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾅﾃﾞ 内:
ﾖｺ方向ﾊｹﾒ,ﾊｹ後ﾍﾗｹｽﾞﾘ,ﾍﾗｹｽﾞﾘ

口縁部に歪みあり。内外面に黒斑あ
り。特に内面の黒斑は広範囲で著し
い。

壺
胴部

ほぼ完形
外:褐灰色～灰黄褐色　内:褐
灰色～黒褐色

砂粒:微粒～
3㎜非常に多
い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,
ﾊｹ後ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ,ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ

外面に無数の破裂痕あり。外面にｽｽの
ような付着物有。内面ﾖｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ
の単位6本/㎝。

壺 ‐ ‐ （8.5） 胴:1/4
外:にぶい褐色～黒褐色　内:
にぶい褐色

砂粒:1㎜以
下主,3㎜僅
か

良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾃﾞ,ﾅ
ﾃﾞｱｹﾞ

外面肩部付近に深いﾓﾐ圧痕と圧痕に伴
う破裂痕あり。また外面下位(底部付
近)には黒斑あり。

脚付鉢 ‐
台部

1/4弱
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:にぶい黄橙色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 台部:ﾅﾃﾞ+ﾊｹﾒ
脚:ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺ方向ﾊｹ目

外面ﾊｹﾒの単位4～5本/㎝・7本/㎝の2
種類。内面ﾖｺﾊｹﾒの単位5本/㎝。

壺 外:橙色　内:橙色
砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ+ｷｻﾞﾐﾒ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾐｶﾞｷ
内:ﾖｺ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾐｶﾞｷ

ｷｻﾞﾐﾒの方向はそろうが目の数や間隔
については規則性はない。参考での復
元口径は20.8㎝。短径の壺か？

ミニ
チュア
土器

外:にぶい褐色　内:にぶい橙
色

砂粒:微粒～
2㎜

良好
外:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ
内:工具ﾅﾃﾞ

内面に工具痕残る

支脚
天上部

裾8.4 完形
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
橙色

砂粒:微粒～
4㎜多い

良好
天:ﾀﾀｷ 外:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾀﾀｷ 裾:ﾅﾃﾞ
内:ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

天井部穿孔1か所あり。丸くきれいな
穿孔ではなくいびつな孔。焼成前穿
孔。外面のﾀﾀｷは工具痕が面として観
察できる。やや沓形の支脚である。

支脚
天井部

裾9.6 完形 外:橙色～赤褐色
砂粒:微粒～
4㎜

良好 外:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 裾:ﾅﾃﾞ
天井部著しく磨滅している為調整不
明。強いﾕﾋﾞｵｻｴで両側に窪みを作り持
ち手としている。底部にﾓﾐ圧痕あり。

甕 口縁2/3
外:黒色～にぶい黄橙色　内:
にぶい橙色

砂粒:微粒～
2㎜

良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ
方向ﾊｹ,ﾀﾀｷ後ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ方向
ﾊｹ,ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

外面に著しいｽｽ付着。ﾊｹ単位、外面ﾀﾀ
ｷ後ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ6～9本/㎝、内面ﾖｺ方
向ﾊｹ5～7本/㎝、5～6本/㎝。

甕
口縁部 外:にぶい橙色～黒褐色　内:

にぶい褐色～灰黄褐色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾖｺ方向ﾊｹ
ﾒ･ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ

外面にｽｽが著しく付着。ﾊｹﾒの単位
は、外面ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ9～12本/㎝、
内面ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ5～7本/㎝

甕
口:1/4,
他1/6

外:黒色～にぶい褐色　内:に
ぶい褐色

砂粒:微粒～
4㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺ方向ﾊｹ+ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺ
ﾅﾃﾞ･ﾀﾃ方向ﾊｹ後部分的にﾖｺﾅﾃﾞ･ﾊｹ後工
具ﾅﾃﾞ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾍﾗｹｽﾞﾘまたは工
具ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾖｺ方向
ﾊｹ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ

外面に著しいｽｽの付着。ﾊｹの単位は、
外面ﾖｺ方向ﾊｹ8～10本/㎝、ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向
ﾊｹ9～12本/㎝、内面ﾖｺ方向ﾊｹ6～8本/
㎝。

甕
外:黒褐色～にぶい褐色　内:
にぶい黄褐色

微粒～3㎜の
砂粒含む

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ後
ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面に著しいｽｽの付着あり。ﾊｹﾒ単
位、外面ﾀﾃ方向ﾊｹ10～13本/㎝、内面ﾅ
ﾅﾒ方向ﾊｹ7～9本/㎝。

甕 ‐ ‐ 底:1
外:にぶい褐色～黒色　内:橙
色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾅﾅﾒ･ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向
ﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾅﾒ･ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾊｹ後工
具ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ痕,ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面にｽｽ付着。黒斑･破裂痕あり。ま
た1/3程度赤変。外面上部のﾊｹ単位10
～11本/㎝、下位3～4本/㎝。内面ﾊｹの
単位ﾅﾅﾒ･ﾀﾃ方向ﾊｹ12～14本以上/㎝。

甕
外:黒色～黒褐色　内:にぶい
褐色

砂粒:微粒～
2㎜

良好

外:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:多方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ･ﾀﾃ方向ﾊｹ･板状工具ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ
後一部ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･
ﾀﾃ方向ﾊｹ

ﾊｹの単位は、外面ﾀﾃ方向ﾊｹ10本/㎝、
内面ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ12本以上/㎝。

甕
外:にぶい褐色～黒褐色　内:
にぶい褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃ+ﾊｹﾒ･ﾀﾀｷ後ﾀﾃ方
向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ
方向ﾊｹ､ﾊｹﾒ+ﾖｺ方向工具ﾅﾃﾞ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ
ﾒ･ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ･工具ﾅﾃﾞ･ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面にｽｽの付着。胴部はｽｽとび。接地
黒斑が大きく露出する。二次的に被
熱。

甕 1/2弱
外:灰黄褐色～黒色　内:にぶ
い黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ･ﾀﾀｷ後
ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾅﾅﾒ
方向ﾊｹ

外面にｽｽ・黒斑(広範囲)を確認した。
内面ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ(6～8本/㎝)。

甕 1/2弱
外:にぶい褐色～黒褐色　内:
橙色～にぶい黄橙色

微粒～2㎜の
砂粒含む

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖ
ｺﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾀﾃ,ﾖｺ方向ﾊｹ 内:ﾊｹ後ﾖｺﾅ
ﾃﾞ･ﾖｺ方向ﾊｹ+ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾊｹ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面に著しいｽｽの付着あり。ﾊｹ単位
は、外面ﾀﾀｷ後ﾀﾃ,ﾖｺ方向ﾊｹ7～8本/
㎝、内面ﾊｹ+ﾕﾋﾞｵｻｴ7～8本/㎝。

甕
外:にぶい黄橙色～褐灰色
内:にぶい黄橙色

微粒～4㎜の
砂粒含む

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾀ
ﾃ方向ﾊｹ･ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅ
ﾃﾞ･ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

ﾊｹの単位は、外面ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ6～
12本/㎝、内面ﾖｺ方向ﾊｹ7本/㎝、ﾀﾃ,ﾅﾅ
ﾒ方向ﾊｹ6～11本/㎝。

甕 完形
外:灰黄褐色～黒色　内:にぶ
い黄橙色

微粒～3㎜の
砂粒含む

良好
口:雑なﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ(部分的にﾀﾀｷ後ﾅ
ﾃﾞ)･ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ+ﾍﾗｹｽﾞﾘ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ
方向ﾊｹﾒ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･放射状にﾊｹﾒ

外面に黒斑、ｽｽの付着。外面ﾀﾃ方向ﾊｹ
単位6本/㎝。内面ﾖｺ方向ﾊｹ単位6本/
㎝、ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ単位3～4本/㎝、放射状
ﾊｹ単位12～15本/㎝。

甕
1/2(底部
欠損)

外:にぶい褐色～黒色　内:に
ぶい褐色～灰黄褐色

微粒～2㎜の
砂粒含む

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ
方向ﾊｹ後部分的にﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾀﾀｷ?後ﾅ
ﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

外面にｽｽの付着あり。内面ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向
ﾊｹの単位3～4本/㎝。

甕
口:1/4
胴:3/4

外:黒褐色～にぶい褐色　内:
明赤褐色

微粒～2㎜の
砂粒含む

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾀﾃ方向ﾊｹ･ﾀﾀ
ｷ･ﾀﾀｷ後ﾀﾃ方向ﾊｹ･ﾍﾗｹｽﾞﾘ後ﾀﾃ方向ﾊｹ
内:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ方向ﾊｹ･ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊ
ｹ･ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ

外面に著しいｽｽ付着。内面に僅かに炭
化物付着。内面ﾊｹﾒの単位は、ﾖｺ方向ﾊ
ｹ12本/㎝、ﾀﾃ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ6本/㎝。

出土
遺構

成形・調整技法 備考
挿図
番号

胎土 焼成
図版
番号

器種
法量

残存 色調
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口径 底径 器高

甕 口:約1/5
外:黒色～灰黄褐色　内:にぶ
い黄橙色

砂粒:微粒～
2㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ+ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾀﾀｷ後ﾅﾅﾒ方向
ﾊｹ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ
方向ﾊ･ﾅﾅﾒ,ﾀﾃ方向ﾊｹ

外面に著しいｽｽの付着あり。胴部内面
下位に粘土接合痕。ﾊｹ単位、外面ﾅﾅﾒ
方向ﾊｹ9～11本/㎝、内面ﾖｺ方向ﾊｹ8～9
本/㎝、ﾅﾅﾒ,ﾀﾃ方向ﾊｹ3～4本/㎝。

甕 1/2弱
外:にぶい橙色～黒色　内:に
ぶい黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾊｹ後ﾖｺﾅ
ﾃﾞ･ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾊｹ･ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾅﾅﾒ方向
ﾊｹ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾖ
ｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ(3本/㎝)

外面に黒斑あり。内面にｽｽまたは炭化
物？が僅かに付着。外面頸部に1条のﾊ
ｹ工具による刻目突帯あり。

甕 外:明赤褐色　内:にぶい橙色
砂粒:微粒～
5㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ(8～9本/㎝)+ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾃ
方向ﾊｹ(3～4本/㎝)後ﾅﾃﾞ･ﾀﾀｷ後ﾀﾃ方向
ﾊｹ(3～4本/㎝･8～9本/㎝)･ﾀﾃ方向ﾊｹ(8
～9本/㎝) 内:ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾊｹ後
工具ﾅﾃﾞ･工具ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

頸部に1条の突帯、外面に黒斑、浮文
が1個残存、波型の文様あり。内外面
に大小の破裂痕あり。器形に歪みあ
り。外面ﾊｹ単位は複数種類に及ぶ。内
面ﾊｹの単位は3～4本/㎝。

甕
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:にぶい橙色～褐灰色

砂粒:微粒～
3㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾀﾃ方向
ﾊｹ後ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾊｹ後ﾍﾗｹｽﾞ
ﾘ･ﾍﾗｹｽﾞﾘ後ﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾊｹﾒ･ﾕﾋﾞｵｻｴ+
ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾀﾃ方向ﾊｹ・ﾀﾃ方向ﾊｹ・ﾀﾃ
方向ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾊｹ

外面黒斑あり。外面ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ単位3～
5本/㎝。内面ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ単位3～4本/
㎝。若干の歪みあり。外面ﾍﾗｹｽﾞﾘの単
位はﾅﾃﾞにより確認できない。

甕 3/4強
外:明赤褐色～黒褐色　内:明
赤褐色

砂粒:微粒～
2㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾅﾒ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖ
ｺﾅﾃﾞ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ･ﾊｹ状工具ﾅﾃﾞ 内:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ+ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ･ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾖ
ｺ方向ﾊｹ･ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

外面に黒斑あり。外面ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ単
位11本/㎝。内面ﾊｹの単位はﾖｺ方向ﾊｹ7
～8本/㎝、ﾖｺ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ5～6本/㎝。

鉢 ‐
外:明赤褐色～黒褐色　内:明
赤褐色

砂粒:微粒～
4㎜

良好
口:雑なﾅﾃﾞ 外:雑なﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,雑なﾍ
ﾗｹｽﾞﾘ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ

外面黒斑あり。内面のﾊｹﾒ単位12本以
上/㎝。底部丸みを帯びる。

手づく
ね鉢

‐ 約1/2
外:灰黄褐色～黒褐色　内:に
ぶい黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好 口:ﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾅﾃﾞ ﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ 外面に黒斑あり

鉢 ‐ ほぼ完形
外:褐灰色～にぶい黄橙色
内:にぶい黄橙色～灰黄褐色

砂粒:1㎜以
下

良好
外:ﾕﾋﾞｵｻｴ+雑なﾅﾃﾞ 内:ﾅﾅﾒ方向放射状
にﾊｹﾒ

外面に薄い黒斑。内面ﾊｹの単位13本以
上/㎝。内面は丁寧な調整を施すが、
外面は雑。

鉢 ‐ 1/2弱
外:にぶい褐色～黒褐色　内:
橙色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾅﾒ･ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾍﾗ
ｹｽﾞﾘ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ(工具ﾅﾃﾞ),ﾊｹ後
工具ﾅﾃﾞ

外面に薄い黒斑。外面口縁部付近にﾐ
ｶﾞｷの様な痕跡あり。ﾊｹの単位はﾀﾃ方
向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ8～9本/㎝。

低脚付
高坏

‐ 脚(7.2) 脚:1/4強
外:にぶい橙色　内:にぶい橙
色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好
脚外:ﾐｶﾞｷか? 脚内:工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方
向ﾊｹ 坏内:ﾐｶﾞｷ

脚外面は磨滅している。

壺
口:ほぼ
残存

外:にぶい黄橙色～橙色～灰
黄褐色　内:にぶい黄橙色

砂粒:微粒～
2㎜

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ後ﾀﾃ方
向ﾐｶﾞｷ,ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾅ
ﾅﾒ方向ﾐｶﾞｷ,ﾅﾅﾒ方向ﾐｶﾞｷ 内:ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方
向ﾊｹﾒ,工具ﾅﾃﾞ+ﾖｺ方向ﾊｹ,工具ﾅﾃﾞ

外面ハケの単位5本/㎝

器台
口:約1/2

弱
外:灰褐色～黒色　内:にぶい
橙色～褐灰色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾀﾀｷ
後丁寧なﾅﾃﾞ 内:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方
向ﾊｹ,工具ﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ

外面にｽｽの付着。ﾊｹﾒの単位は、外面ﾀ
ﾃ方向ﾊｹ10本/㎝、内面ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ10
～11本/㎝、ﾀﾃ方向ﾊｹ4～5本/㎝。内面
に工具痕残る。

器台
5/6強残

存

外:にぶい黄橙色～にぶい橙
色　内:にぶい黄橙色～にぶ
い橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾀｷ後ﾊｹか?,ﾖｺﾅﾃﾞか? 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾅﾃﾞｱｹﾞ+ﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ+ﾅﾅ
ﾒ方向ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾊｹ,ﾖｺ方向ﾊｹ

内外面僅かに赤変。外面上部に破裂痕
がやや多く見受けられる。内面ﾊｹの単
位はﾖｺ方向ﾊｹ6～15本/㎝。

器台 ‐ ほぼ完形
外:褐灰色～灰黄褐色　内:褐
灰色～灰黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾀﾀｷ後ﾊｹ,ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ後ﾖｺﾅﾃﾞ
裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ,ﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾀ
ﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ

面的なｽｽとび?外面ﾊｹの単位はﾀﾃ方向ﾊ
ｹ10～12本/㎝、内面はﾖｺ方向ﾊｹ10本/
㎝、ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ4～6本/㎝。

支脚
天井部 裾 外:にぶい褐色～黒褐色　内:

にぶい褐色
砂粒:微粒～
2㎜

良好
天:丁寧なﾐｶﾞｷ風ﾅﾃﾞ 外:ﾀﾀｷ後丁寧なﾅ
ﾃﾞ,丁寧なﾅﾃﾞ 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾊｹﾒ

外面胴部～天井部にｽｽ付着。内面ﾊｹの
単位4本/㎝、下位は10～12本/㎝。目
の粗いﾊｹ後細かいﾊｹで調整。

沓形
支脚

天井部
最大 裾12.9 ほぼ完形

外:にぶい黄橙色～橙色～褐
灰色　内:灰黄褐色～橙色

砂粒:微粒～
2㎜

良好

天:ﾅﾃﾞ+工具ﾅﾃﾞ,丁寧なﾐｶﾞｷ風ﾅﾃﾞ 外:
ﾀﾀｷ後ﾅﾃﾞ,丁寧なﾅﾃﾞ 裾:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞ
ｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,強いﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺ方向板状工具ﾅ
ﾃﾞ

外面にｽｽの付着。裾付近内外面僅かに
赤変。天井部に穿孔が見受けられる
が、貫通していない。上面と内面から
穿孔を試みたと考えられる。

土師器
坏

ほぼ完形
外:灰褐色～にぶい橙色　内:
橙色

砂粒:１㎜以
下

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ,回転ﾅﾃﾞ後
ﾅﾃﾞ 底:ﾍﾗ切り後ﾅﾃﾞ+板状圧痕

外面に油煙の付着あり

土師器
坏

3/4欠損
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色～褐灰色

砂粒:１㎜以
下

やや
不良

口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:ﾍ
ﾗ切り後ﾅﾃﾞ+板状圧痕

内面のﾅﾃﾞはほぼ一定方向。

土師器
坏

外:にぶい橙色～橙色　内:橙
色～黒褐色

微砂粒少量 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:ﾍ
ﾗ切り後ﾅﾃﾞ+板状圧痕

内面著しい油煙の付着あり。外面口縁
部油煙付着あり。

土師器
坏

口:1/3欠
損

外:にぶい褐色～橙色　内:橙
色

微砂粒僅か 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

土師器
坏

口:1/3欠
損

外:橙色　内:橙色 微砂粒僅か 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

内面･外面に油煙付着(外面には僅かに
付着)

土師器
坏

口:1/6欠
損

外:にぶい橙色～にぶい褐色
内:にぶい橙色～にぶい褐色

1㎜以下の微
砂粒

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

歪みが著しい。

土師器
皿

外:灰黄褐色　内:灰黄褐色 微砂粒 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:強いﾅﾃﾞ 底:回転糸
切り+板状圧痕

土師器
皿

完形
外:にぶい橙色～灰褐色　内:
にぶい橙色～灰褐色

微砂粒 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

内外面位僅かに油煙の付着

土師器
皿

外:明赤褐色　内:明赤褐色 微砂粒 良好
外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ 底:回転
糸切りﾞ+板状圧痕

土師器
皿

外:灰黄褐色　内:にぶい黄橙
色

微粒砂粒多
い

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

土師器
皿

完形 外:橙色　内:にぶい橙色 微砂粒 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

土師器
皿

口:1/2欠
損

外:にぶい黄橙色　内:にぶい
橙色

微砂粒 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

土師器
皿

完形
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

微砂粒 良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

土師器
燈明皿

外:褐灰色～黒褐色～にぶい
黄橙色　内:灰黄褐色～黒褐
色

1㎜以下の微
粒砂粒

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 底:
回転糸切り+板状圧痕

内･外面の油煙の付着状況から、芯幅
約1.0㎝と推定できる。

土師器
皿

ほぼ完形
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

主に微砂
粒,4㎜の砂
粒

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾕﾋﾞｵｻｴ風
のﾅﾃﾞ(4ヶ所) 底:回転糸切り+板状圧
痕

一部接合しあう破片の色調が違う箇所
あり。

瓦器
埦

高台6.6 ほぼ完形
外:灰白色～灰色　内:灰白色
～灰色

微砂粒 良好
口:回転ﾅﾃﾞ 外:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ,
回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ 台:ﾖｺﾅﾃﾞ 底:ﾅﾃﾞ 内:
回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ

高台貼り付け。内面は磨滅している
為、ﾐｶﾞｷの単位不明瞭。

瓦器
埦

口:1/6 外:灰黄色　内:灰黄色 微砂粒僅か 良好
口:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ 外:回転ﾅﾃﾞ
後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ,工具ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾐ
ｶﾞｷ風ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ

外面にのﾐｶﾞｷは丁寧なﾐｶﾞｷ。

瓦器
埦

高台6.2 約1/2
外:灰白色～暗灰色　内:暗灰
色

砂粒:微粒～
2㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ後ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ 外:回転ﾅﾃﾞ後ﾖ
ｺ方向ﾐｶﾞｷ,工具ﾅﾃﾞ 台:ﾖｺﾅﾃﾞ 底:ﾖｺﾅ
ﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾅﾒ･ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ

高台貼り付け。

甕
口縁部
1/6弱

外:にぶい赤褐色　内:にぶい
赤褐色

砂粒:微粒～
6㎜大小

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,強いﾖｺ
ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅ
ﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面ｽｽ付着。2条の突帯あり。外面ﾀﾃ
方向ﾊｹ単位6本/㎝。

壺 小片
外:にぶい褐色　内:明赤褐色
～橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好

口:ﾐｶﾞｷ風ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 外:強いﾖｺﾅﾃﾞ,
ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾀﾃ方向ﾐｶﾞｷ? 内:ﾖｺﾅﾃﾞ,
ﾖｺﾅﾃﾞ+一部ﾐｶﾞｷ+強いﾐｶﾞｷ,ﾖｺ方向ﾐｶﾞ
ｷ,ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面は摩滅の為調整が不明瞭だがﾐｶﾞｷ
の痕跡が残る。

出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量

残存 色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考
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口径 底径 器高

甕 口:1/6弱
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

砂粒:微粒～
4㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:摩
滅

外面内面ともに摩滅している。

器台
裾

1/4弱
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

砂粒:微粒～
5㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 裾:ﾖｺﾅ
ﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+ﾅﾃﾞｱｹﾞ,ﾅﾃﾞ?

外面裾部赤変している。外面ﾊｹ単位5
本/㎝。外面のﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞは単位
が明瞭に残る。

壺 底:ほぼ1 外:橙色～黒色　内:橙色 微砂粒多い 良好
外:ﾀﾃ方向工具ﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾀﾃ方向
工具ﾅﾃﾞ 底:蓆条痕 内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ後
工具ﾅﾃﾞ

底部にあり。底部～外面黒斑あり。

甕 底:ほぼ1
外:にぶい黄橙色～灰黄褐色
～黒色　内:にぶい黄橙色～
灰黄褐色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好
外:ﾀﾃ‣ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵ
ｻｴ+ﾊｹﾒ,工具痕,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着。僅かに赤変している。
内面に炭化物の付着あり。外面ﾊｹの単
位5本/㎝

甕 小片
外:にぶい橙色　内:にぶい橙
色

微砂粒:多,
砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ‣ﾅﾅﾒ方向
ﾊｹ,ﾊｹ後ﾀﾃ方向工具ﾅﾃﾞ

外面ﾊｹ単位4～5本/㎝、内面ﾊｹ単位4本
/㎝。

土師器
坏

小片
外:橙色　内:橙色～にぶい橙
色

微砂粒 良好 口‣外‣内:回転ﾅﾃﾞ

土師器
坏

小片
外:灰褐色　内:灰褐色～にぶ
い褐色

微砂粒僅か 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾖｺﾅﾃﾞ 外面破裂痕あり

鉢
口:2/3欠

損
外:にぶい黄橙色～黒色　内:
にぶい黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹﾒ 内:工具ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ
外面2箇所に黒斑あり。内面工具痕残
る。

甕 小片
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ‣ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ
ﾒ 内:ﾖｺ方向ﾊｹ後ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後
ﾅﾃﾞ

外面ﾊｹ単位6本/㎝、内面ﾊｹ単位3本/㎝

鉢 ほぼ完形
外:にぶい黄橙色～くろいろ
内:にぶい黄褐色

砂粒:微粒～
2㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ
内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

外面底部に黒斑、口縁部打ち欠きの可
能性あり。一条の突帯あり。

脚付鉢
か?

鉢:完形
外:にぶい黄橙色～にぶい橙
色　内:にぶい橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ･ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ後ﾐ
ｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ+ﾀﾃ方向工具ﾅﾃﾞ+ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ
脚内:ﾐｶﾞｷ 内:ﾀﾃ方向ﾐｶﾞｷ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

底部に薄い黒斑あり。外面ﾊｹﾒの単位5
本/㎝。

土師器
坏

1/3弱
外:にぶい橙色　内:橙色～褐
灰色

砂粒:微粒～
3㎜非常に多
い

良好 内外面共に磨滅が著しく調整不明
全体的に赤変し、二次焼成顕著。残存
状況より復元口径14.9㎝を測る。内面
に工具痕残る。

染付碗 高台4.3 底 施釉：灰白色、染付
精良、微砂
粒

良好 外･内･台内:施釉

甕 小片
外:にぶい褐色　内:にぶい黄
橙色

微砂粒含む 良好 口･外･内:回転ﾅﾃﾞ

土師器
皿

底:1/3 外:橙色　内:にぶい黄橙色
砂粒:微粒～
1㎜

良好

鉢 小片
外:褐色～にぶい黄褐色　内:
灰褐色～黒色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺ方向ﾐｶﾞｷ 内:ﾖｺ方向ﾐ
ｶﾞｷ

内面に黒斑あり。

鉢
外:にぶい黄橙色～黒褐色
内:橙色

砂粒:微粒～
3㎜多い

良好

口:ﾖｺﾅﾃﾞ? 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ,ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ
方向ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅ
ﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾅﾅﾒ･ﾀﾃ方向

外面に黒斑あり。内面ﾊｹ単位3～4本/
㎝

高坏 小片 外:明赤褐色　内:橙色
砂粒:微粒～
3㎜

良好 外:暗文,ﾐｶﾞｷ
外面に丹塗、暗文施す。全体的に摩
滅。一条の突帯あり。

甕 小片 外:灰黄褐色　内:灰黄褐色
微粒～5㎜の
大小砂粒

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ 外面にｽｽ付着。外面ﾊｹ単位3本/㎝

支脚
裾

裾:1/4弱 外:灰黄褐色　内:灰黄褐色
砂粒:微粒～
3㎜

良好 外:ﾀﾀｷ 裾:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 内面に工具痕が多く残る。

高坏 小片
外:明赤褐色～にぶい橙色
内:にぶい赤褐色

微粒～6㎜大
小砂粒

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ

支脚 裾(7.8) 裾:1/2弱
外:にぶい黄褐色　内:にぶい
黄橙色～褐灰色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 裾:ﾅﾃﾞ
内:ﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺ方向ﾊｹ

外面ﾊｹ単位6本/㎝。

甕 小片 外:褐色～黒褐色　内:橙色
砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾀﾃ方向ﾊｹ(下
～上),ﾀﾃ方向ﾊｹ 内:ﾖｺ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ,ﾖｺ
方向ﾅﾃﾞ,ﾊｹ後ﾖｺ方向ﾅﾃﾞ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ

外面にｽｽ付着。口唇部の調整非常に
雑。外面ﾊｹ単位3～6本/㎝。

支脚 裾(7.2) 1/2弱
外:にぶい黄橙色　内:灰黄褐
色

微粒～10㎜
大小砂粒

良好
外:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ 裾:ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
内:ﾅﾃﾞ

裾端部に工具痕残る。

高坏 脚(8.6) 脚:1 外:橙色　内:橙色
砂粒:微粒～
4㎜

良好
外:ﾀﾃ方向ﾊｹ,ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ
脚:ﾖｺﾅﾃﾞ 脚内:放射状ﾊｹ(一部ﾕﾋﾞｵｻｴ)
内:ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後工具ﾅﾃﾞ

外面ﾊｹの単位8本/㎝。脚内面は左回り
のﾊｹﾒ。

甕 小片
外:にぶい褐色　内:にぶい赤
褐色

砂粒:微粒～
2㎜の砂

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾅﾅﾒ
方向ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ後ﾅﾃﾞ

外面に僅かなｽｽ付着。外面ﾊｹ単位5～6
本/㎝

甕 底:1/3弱 外:にぶい黄橙色　内:灰黄色
砂粒:微粒～
3㎜僅か

良好 外:ﾀﾃ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ
外面ﾊｹの単位7本/㎝。内面工具痕?の
痕跡あり。

手づくね 1/2弱
外:にぶい橙色～灰黄褐色
内:にぶい橙色

砂粒:微粒～
2㎜

良好
外:ﾀﾃ方向工具ﾅﾃﾞ(下～上),ﾍﾗｹｽﾞﾘ
内:強いﾕﾋﾞｵｻｴ4

鉢 口:1/6強
外:橙色～灰褐色　内:橙色～
にぶい黄橙色

砂粒:微粒～
3㎜

良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ,板状工具ﾅﾃﾞ? 内:ﾊｹﾒ

内面ﾊｹ単位10本/㎝。

甕 底:1 外:橙色　内:橙色
砂粒:微粒～
4㎜多い

良好
外:ﾀﾃ･ﾅﾅﾒ方向ﾊｹ 底:ﾅﾃﾞ 内:ﾀﾃ方向工
具ﾅﾃﾞ

外面僅かに赤変し二次焼成顕著。外面
破裂痕は残存1周している。

≪Ｄ区出土土器≫

口径 底径 器高

土師器
小皿

1/4弱 外:橙色　内:橙色 細砂粒 良好
口･外･内:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 底
内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

土師器
坏

外:浅黄橙色　内:にぶい橙色
精緻な金雲
母多い

やや
不良

口･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 内:回
転ﾅﾃﾞ

全体的に磨滅している。

青磁
碗

小片 釉:明緑灰色 精緻 良好 施釉 外面位鎬連弁を施す。

土師器
小皿

約1/3 外:橙色　内:橙色 細砂粒
やや
不良

口･内･外:調整不明 底:回転糸切り 全体的に摩滅している。

土師器
小皿

約1/2弱
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
にぶい橙色～明褐灰色

砂粒:1～2㎜
僅か

やや
不良

外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板状圧痕
内:回転ﾅﾃﾞ?

全体的に摩滅している。

土師器
坏

約1/4弱
外:灰白色～浅黄橙色　内:灰
白色～浅黄橙色

細砂粒
やや
不良

口･内･外:回転ﾅﾃﾞか? 底:調整不明
全体的に摩滅している。切り離し方法
不明。

土師器
坏

2.7～
ほぼ完形

外:浅黄橙色～灰黄褐色　内:
にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後強いﾅﾃﾞ

器形に歪みあり。

土師器
小皿

約1/5
外:にぶい黄橙色　内:にぶい
橙色

細砂粒
やや
不良

口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:糸切り後板状圧
痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

土師器
小皿

約1/5
外:橙色～にぶい黄橙色　内:
にぶい赤橙色～にぶい橙色

細砂粒
やや
不良

口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ
か? 底:糸切りか?

内面摩滅により調整の詳細不明。内面
二次被熱により赤変著しい。

土師器
坏

約1/4弱
外:にぶい橙色～橙色　内:橙
色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞか? 外:回転ﾅ
ﾃﾞ 底:回転糸切り 底内:回転ﾅﾃﾞ

口縁部にゆがみあり。

土師器
坏

小片
外:灰白色～浅黄橙色　内:に
ぶい黄橙色

砂粒:1㎜
やや
不良

口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:糸切りか? 摩滅している為、調整の詳細は不明。

瓦器
小皿

約1/5
外:暗灰色～灰白色　内:暗灰
色～灰白色

細砂粒 良好 口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:糸切りか?

瓦器
小皿

小片
外:灰白色～褐灰色　内:灰白
色

細砂粒 良好 口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:糸切り

須恵質
鉢

口:小片 外:灰色　内:灰色～灰色
砂粒:1～2㎜
僅か

良好 口･内･外:回転ﾅﾃﾞ

瓦質
擂鉢

底:1/5 外:灰色　内:灰白色 細砂粒 良好
外:回転ﾅﾃﾞ 底:調整不明 内:回転ﾅﾃﾞ
後粗いﾅﾃﾞ,回転ﾅﾃﾞ

内面擂り目の単位は不明。

出土
遺構

色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考

色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考残存

残存・成形・調整技法＝外：外面　口：口縁　内：内面　底：底部　天：天井部　裾：裾部　坏：坏部　台：高台

挿図
番号

図版
番号

器種
法量

出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量

残存
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口径 底径 器高

土師器
小皿

約1/5弱 外:橙色　内:橙色 細砂粒
やや
不良

口･内･外:回転ﾅﾃﾞか? 底:調整不明
全体的に摩滅しており調整の調査委は
不明。

青磁
皿

底～胴:
約1/4

釉:オリーブ灰色　胎:灰白色 精緻 良好 内･外:施釉 底:露胎 内面に鎬連弁を施す。

青磁
碗

高台6.0 約2/3 釉:灰白色　胎:灰白色 精緻 良好 口･内･外:施釉 台･底:露胎

土師器
坏

約1/2弱
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～褐灰色

砂粒:1～2㎜ 良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 底
内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

内面に黒斑あり。

土師器
坏

ほぼ完形
外:灰白色～浅黄橙色　内:浅
黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り 底
内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

器形がやや歪んでいる。

土師器
坏

約1/2
外:淡橙～灰白色　内:淡橙～
灰白色

細砂粒 良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞか? 底:回転ﾍﾗ切り
底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

外面磨滅している為調整の

土師器
坏

約1/4
外:淡黄橙色～明褐灰色　内:
灰白色～暗灰色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り後板状
圧痕 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

内面淡黒色に変色している。時計回り
に切り離し。

土師器
坏

約1/4弱
外:浅黄橙色～褐灰色　内:浅
黄橙色

細砂粒 良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り後板
状圧痕か? 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

外面胴部～底部に黒斑あり。反時計回
りの切り離し。

土師器
坏

外:褐灰色～灰白色　内:灰白
色～浅黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転ﾍﾗ切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

底部焼成やや不良気味。

土師器
坏

約1/4強 外:橙色～明赤褐色　内:橙色 細砂粒 良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

土師器
小皿

ほぼ完形
外:淡橙色～灰白色　内:淡橙
色～にぶい橙色

細砂粒 良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

全体的に摩滅している。

土師器
小皿

約1/2
外:灰色～橙色　内:にぶい黄
橙色～灰色

砂粒:1㎜僅
か

良好
口･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 内:回
転ﾅﾃﾞ?

土師器
小皿

約1/2弱 外:にぶい橙色　内:橙色
砂粒:2㎜僅
か,金雲母

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 底
内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞか?

全体的に摩滅している。

土師器
灯明皿

約1/3
外:にぶい橙色～灰褐色
内:褐灰色～灰白色

砂粒:1㎜,、
金雲母

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り 底
内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

内芸面油煙付着。

土師器
小皿

ほぼ完形
外:にぶい橙色～灰褐色　内:
にぶい橙色～褐灰色

砂粒:1㎜,金
雲母:多い

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ

土師器
小皿

約1/4弱 外:橙色　内:橙色
砂粒:1～2㎜
僅か

良好 口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸ﾍﾗ切り

土師器
小皿

約1/2 外:灰白色　内:灰白色
細砂粒、金
雲母

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

土師器
小皿

約1/2弱
外:にぶい橙色～灰褐色　内:
にぶい黄橙色～にぶい褐色

砂粒:1㎜,金
雲母

良好
口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:回転糸切り後板
状圧痕 底内:回転ﾅﾃﾞ後ﾖｺﾅﾃﾞ

底部板状圧痕は強めに残る。

土師器
小皿

約1/4弱
外:にぶい橙色～橙色　内:に
ぶい橙色

細砂粒 良好 口･内･外:回転ﾅﾃﾞ 底:調整不明
底部内面に工具痕か残る。非常に器高
が低い。

黒色土
器
埦

口～胴:
約1/4弱

外:灰白色～黒色　内:黒 砂粒 不良 外:回転ﾅﾃﾞか?,不定方向ﾅﾃﾞ 内:ﾐｶﾞｷ
全体的に摩滅がしている。内外面共に
黒色の両黒か？

瓦器
埦

口:1/5弱
外:灰白色～暗灰色　内:灰白
色～灰色

砂粒僅か 良好
口:回転ﾅﾃﾞ 外:回転ﾅﾃﾞ,回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞ
ｷ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ

瓦器
埦

高台
底部

外:灰色～灰白色　内:灰白色
～灰色

精良
やや
不良

外:調整不明 台:ﾖｺﾅﾃﾞ 底:調整不明
内:調整不明

高台は貼り付けで、内外面磨滅が著し
い。

白磁
碗

小片 釉:灰白色　胎:灰白色 緻密 良好 口･内:施釉 外:施釉、露胎 外面下半より露胎。口縁は玉縁状。

白磁
碗

ほぼ完形 釉:灰白色　胎:灰白色 やや粗質 良好 口･内:施釉 外:施釉、露胎 外面下半より露胎。

甕
口:約1/6

強
外:にぶい橙色～褐灰色 内:
にぶい橙色

砂粒:2～3㎜
多い

良好
口:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後強いﾖｺ
ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:強いﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ後ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着。

甕 小片
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ
後強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻ後ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着。

甕 小片
外:にぶい黄橙色～灰黄褐色
内:橙色～灰褐色

砂粒:2～3㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:強いﾖｺﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ 内:強
いﾖｺﾅﾃﾞ

甕 底:約1/4
外:にぶい橙色～橙色　内:灰
褐色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞ+ﾓﾐ状圧痕 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ 内面は磨滅が著しい。

甕
口:約1/3

強
外:橙色～灰白色　内:にぶい
橙色～明褐灰色

砂粒:1～2㎜
多い,金雲母

やや
不良

口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ
内外面共に摩滅が著しく調整の詳細不
明。

甕 小片
外:橙色～灰白色　内:灰白色
～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜
僅か

良好
口:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:調整不
明

内面調整は磨滅により不明。

甕
底:約1/2

弱
外:橙色～褐灰色　内:にぶい
黄橙色～灰黄褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
外:ﾊｹﾒ 底:ﾅﾃﾞか? 内:ﾊｹﾒ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞか?

底部･内面摩滅により調整の詳細不
明。

壺
口～胴:
約1/4弱

外:赤褐色～赤橙色　内:赤橙
色～にぶい橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:調整不明 外:ﾊｹﾒ 内:ﾊｹﾒ
内外面共に摩滅が著しく調整の詳細不
明。全体的に被熱により赤変。

甕
口:約1/4

弱
外:にぶい橙色～にぶい褐色
内:にぶい橙色

砂粒:1～3㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外･内:調整不明 全体的に摩滅の為調整の詳細不明。

甕 底:約1/4
外:橙色～浅黄橙色　内:にぶ
い橙色～にぶい橙色

砂粒:2～3㎜
多い

やや
不良

外:ﾊｹﾒ 内:ﾅﾃﾞ ﾕﾋﾞｵｻｴ 全体的に摩滅の為調整の詳細不明。

甕 口:部 外:橙色　内:橙色 砂粒:1～3㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ

外面にｽｽ付着。

甕 口:小片
外:橙色～にぶい橙色　内:橙
色

砂粒:2～3㎜
多い

やや
不良

口:調整不明 外:ﾖｺﾅﾃﾞ 内:調整不明 全体的に摩滅の為調整の詳細不明。

土師器
甕

口:小片
外:にぶい赤褐色～にぶい橙
色　内:灰褐色～灰褐色

砂粒:1～3㎜
やや
不良

口:調整不明 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ｹ
ｽﾞﾘか?

内面にｽｽの付着。全体的に摩滅してい
る為著性の詳細不明。

土師器
坏

約1/4弱
外:明赤褐色　内:にぶい赤褐
色

砂粒:1～3㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外･底:ﾊｹﾒ 内:ﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ 外面に黒斑あり。内面に工具痕残る。

土師器
坏

1/3弱
外:明赤褐色～橙色　内:明赤
褐色

砂粒:1～3㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ,ｹｽﾞﾘ 内:工具ﾅﾃﾞ 外面に黒斑あり。

土師器
坏

外:橙色～褐灰色　内:橙色
砂粒:1～3㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾅﾃﾞ

土師器
高坏

坏:1/4
外:橙色～橙色　内:赤橙色～
橙色

砂粒:1～2㎜
多い

不良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:調整不明 内:工具ﾅﾃﾞ 全体的に摩滅が著しく調整不明。

須恵器
短径壺

小片 外:灰色　内:褐灰色
砂粒:1～2㎜
僅か

良好 口･外･内:回転ﾅﾃﾞ

陶器
碗

高台
底 釉:灰白色　胎:にぶい橙色 緻密 良好 外:施釉 台:露胎 底:施釉 上層より出土。

施釉陶
器
碗

高台4.3 底 釉:明緑灰色　胎:にぶい橙色 緻密 良好 外:施釉 台･底:露胎 内:施釉

青磁碗 高台6.0 底 釉:明オリーブ色　胎:灰白色 緻密 良好 外:施釉 台･底:露胎 内:施釉

陶器鉢 約1/5弱 外･:オリーブ褐色 良好 回転ﾅﾃﾞ 上層より出土。

陶器
甕

底:約1/4 釉:暗オリーブ色　胎:灰色 やや粗質 良好 外･底:施釉 内:露胎

土師器
鉢

小片
外:にぶい黄橙色～にぶい橙
色　内:にぶい黄橙色

砂粒:2㎜僅
か

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外･内:ﾊｹﾒ,擂目 外面調整は摩滅が著しく不明。

土師器
鍋

口:約1/4 外:黒褐色～にぶい橙色 砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾅﾃﾞ 内:ﾊｹﾒ 外面全体にｽｽ付着。

土師器
小皿

約1/4 外:にぶい橙色　内:橙色 細砂粒
やや
不良

口･外･内:回転ﾅﾃﾞ? 底:回転糸切り 内外面摩滅により調整不明。

土師器
小皿

小片 外:にぶい橙色　内:橙色 細砂粒 良好 口･外･内:回転ﾅﾃﾞ? 底:回転糸切り

染付
猪口

高台8.2 底:1/4強 緻密 良好 外･底:施釉 内:露胎

色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考
出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量

残存
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口径 底径 器高

土師器
鉢

小片
外:にぶい橙色　内:にぶい橙
色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ 内:ﾊｹﾒ 外面にｽｽ付着。

白磁碗 高台4.2 底 釉:明緑灰　胎:灰白色 緻密 良好 外:施釉 台･底:露胎 内:施釉 高台畳付に砂付着。

土師器
鍋

小片
外:灰黄褐色～橙色　内:にぶ
い橙色～灰黄褐色

砂粒:2～3㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:ﾊｹﾒ 外面摩滅のため調整不明。

須恵器
火鉢

小片 外：灰色　内:灰色 砂粒:1～2㎜ 口･外:ﾖｺﾅﾃﾞ内: ﾊｹﾒ 2条の突帯あり。

最下層より出土

瓦器
埦

高台6.6 底 外･内:灰白色～灰色 細砂粒 良好 外･台･底:回転ﾅﾃﾞ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ 最下層より出土。高台貼り付け。

土師器
擂鉢

底:約1/4
弱

外:にぶい橙色～灰黄褐色
内:橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1㎜僅
か

良好 外･底:ﾅﾃﾞ 内:ﾅﾃﾞ+擂り目 外面摩滅により調整の詳細不明。

土師器
火鉢

約1/4
外:浅黄橙色～灰黄色　内:橙
色～灰黄色

細砂粒 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾅﾃﾞ+菊花文 内:ﾕﾋﾞｵｻ後ﾅ
ﾃﾞか?

最下層より出土

甕
外:灰白色～にぶい橙色　内:
灰白色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ後ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾀﾃ方向ﾊｹﾒ,不
定方向ﾊｹﾒ 内:ﾊｹﾒ

外面に黒斑あり。外面胴部ｽｽ付着。

壺 完形
外:にぶい橙～褐灰色　内:に
ぶい橙～褐灰色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹﾒ 内:板状工具ﾅﾃﾞ
外面に黒斑あり。外面摩滅により調整
の詳細不明。

甕 口:欠損
外:浅黄橙色～褐灰色　内:浅
黄橙色～にぶい黄橙色

砂粒:1～2㎜ 良好 外:ﾀﾀｷ,ｹｽﾞﾘ 内:ﾊｹﾒ 対面胴部～底部にかけて黒斑あり。

鉢
3.7～

完形
外:橙色～褐灰色　内:橙色～
褐灰色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ｹｽﾞﾘ後ﾅﾃﾞ 内:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅ
ﾃﾞ,ﾊｹﾒ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ

外面黒斑あり。器形が著しくゆがんで
いる。

甕 底
外:にぶい黄橙色～灰褐色
内:ない黄褐色

砂粒:1～2㎜
多い

良好 外:ﾊｹﾒ 内:ﾊｹﾒ
外面にｽｽ付着。外面調整は摩滅により
詳細不明。

甕 約1/3 外:橙色～灰褐色　内:橙色
砂粒:1～2㎜
多い

良好 口:ﾕﾋﾞｵｻｴ後ﾅﾃﾞ 外:ｹｽﾞﾘ 内:ﾅﾃﾞ
外面黒斑あり。内面調整磨滅のため詳
細不明。器形に歪みあり。

甕 底～胴
外:橙色～にぶい褐色　内:橙
色～浅黄橙色

砂粒:1～2㎜
多い

良好
外:ﾀﾀｷ後ﾊｹ,ﾊｹ 内:ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ後板状工
具ﾅﾃﾞ(ﾖｺ方向)

内外面の調整は摩滅のため詳細不明。
外面底部にｽｽ付着、被熱による赤変。
胴部内面にｽｽ付着。

甕
口:約1/3
欠損

外:にぶい橙～灰黄褐色　内:
にぶい黄橙色～灰褐色

砂粒:1～2㎜ 良好
口:ﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ+ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ,ﾀﾀｷ後ﾊｹ,ﾊｹ
底:ｹｽﾞﾘ 内:ﾊｹ,ﾊｹ後ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ後ﾅﾃﾞ

口縁～胴部にかけｽｽ付着。胴部外面摩
滅の為調整の詳細不明。

甕 底:欠損
外:浅黄橙色～橙色　内:浅黄
橙色～にぶい黄褐色

砂粒:1～2㎜ 良好 口:ﾖｺﾅﾃﾞ 外:ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ,ﾊｹ 内:ﾊｹ
外面にｽｽ付着。外面胴部下位被熱によ
る赤変。内面胴部下位炭化物付着。内
外面共に摩滅の為調整の詳細不明。

黒色土
器埦

口～胴:
約1/4

外:灰色～灰黄褐色　内:灰黄
褐色～黒色

良好
口:回転ﾅﾃﾞ 外:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ,粗いﾐ
ｶﾞｷ 内:回転ﾅﾃﾞ後ﾐｶﾞｷ

内面黒色化。内黒か？

器種
法量

残存 色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考
出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

法量 ｇ

区 遺構 Ⅰ(長さ) Ｗ(幅) ｔ(厚さ) ｇ(重量)

砥石 石英斑岩 全面使用が認められる。

砥石
頁岩

(やや砂泥質)
砥面に沈着物あり。

石鍋 滑石

砥石 流紋岩

砥石 砂岩 ほぼ全面砥面として使用。

石核 黒曜石 自然面残る。SF01中位より出土。

石鏃 安山岩

砥石 砂岩
ほぼ全面砥面として使用か?下半が欠損して
いる。

砥石 砂岩

剥片 黒曜石 自然面残る。

剥片 黒曜石 自然面残る。

剥片 黒曜石 自然面残る。

砥石 全面を砥面として使用か?

石錘 花崗岩 上部打ち欠き。下部欠損している。

投弾 安山岩

磨製石剣 頁岩
折頭後に転用。再研磨。中央部分の研磨が粗
い。

砥石 頁岩 全面に沈着物が認められる。斑状を呈する。

石庖丁 安山岩 摩滅のため詳細不明。刃部に使用痕残る?

砥石 頁岩 ほぼ全面を砥面として使用か?

砥石 流紋岩
全面を砥面として使用しているが、積極的な
使用ではなく使用していくうちに面を形成し
たと考えられる。

石鍋 滑石
口縁:放射状の工具痕後に研磨、内面:研磨、
外面:ﾀﾃ位の工具痕。二次加工痕残る。

石鍋
転用品

滑石
内外面工具痕残る。内面下位にｽｽ付着。穿孔
あり。

残存高:4.6㎝

残存高：6.2㎝

残存高:3.3㎝

（出土石製品観察表）
挿図
番号

図版
番号

器種
法量（復元値）㎝

備考石材
出土遺構
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法量 ｇ

区 遺構 Ⅰ(長さ) Ｗ(幅) ｔ(厚さ) ｇ(重量)

鉄鏃
茎部:完形
身部約1/3

茎部断面は方形か?

楔

刀子

不明鉄製品

鎌
破断面の錆が著しく、断面形状がはっきりとし
ない。

不明鉄製品

（出土金属器観察表）
出土遺構 挿図

番号
図版
番号

器種
法量（残存値）　　㎝

備考残存

区 遺構

不明
土製品

1/4弱 径:(8.2)
にぶい黄
褐色

やや粗い 良
ﾖｺﾅﾃﾞ、ﾅﾃﾞ、ﾅ
ﾃﾞ･指頭圧痕+
工具痕

辺縁部にかなり厚みがあ
る。模造鏡というよりも紡
錘車の可能性がある。

土物形
土製品

体部
約2/3

長:(4.6)
幅:(3.5)
高:(3.1)

にぶい橙
色

やや密。径2㎜以
下の石英･長石･雲
母などを少し含
む。

良 ﾅﾃﾞ+指頭圧痕

頭部、尻部、脚部3本欠
損。左前脚は残存する。極
端に脚が短い。鈍重な腹部
を呈する。豚か?

管状
土錘

完形
長:4.95
幅:1.1
径:1.05

褐灰色

密。径1㎜以下の
石英･石英･長石･
雲母等僅かに含
む。

良

紡錘車
ほぼ
完形

長軸:(4.55)
短軸:(3.2)
厚さ:(1.65)

にぶい黄
橙

ほぼ密。径2㎜以
下の石英･石英･長
石･雲母等少し含
む。

良
ﾅﾃﾞ+指頭圧
痕、布目痕

管状
土錘

完形
長:(5.15)
幅:(1.1)
厚:(1.0)

黒褐色
密。径1㎜以下の
石英･長石･雲母等
僅かに含む。

良

ミニ
チュア
土器

破片 高:(2.35)
にぶい橙
色

密。径1㎜以下の
石英･長石･雲母等
僅かに含む。

良
ﾖｺﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻ
ｴ、ﾅﾃﾞ+ﾕﾋﾞｵｻｴ

手捏ね

投弾 約2/3
長:(3.8)
幅:(2.3)
厚:(2.15)

にぶい橙
色～橙

密。径1㎜以下の
石英･長石･雲母等
僅かに含む。

良 ﾅﾃﾞ+指頭圧痕 黒斑あり

投弾 約2/5
長:(3.4)
幅:(2.3)
厚:(2.2)

にぶい赤
褐色

密。径1㎜以下の
石英･長石･雲母等
僅かに含む。

良 ﾅﾃﾞ+指頭圧痕 黒斑あり

土錘 破片
長:(3.25)
幅:(0.9)
厚:(0.85)

褐色
密。径1㎜以下の
石英･長石･雲母等
僅かに含む。

良

模造鏡 1/2弱
径:(7.2)
厚:(1.45)

背部:に
ぶい褐色
～橙色、
鏡面部:
橙色～に
ぶい橙色

やや粗い。径2㎜
以下の石英･長石･
雲母等をやや多く
含む。

良

背面:ﾕﾋﾞｵｻｴ後
ﾊｹﾒ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺ
ﾅﾃﾞ 鏡面部:ﾕ
ﾋﾞｵｻｴ,ﾕﾋﾞｵｻｴ+
擦過痕後ﾅﾃﾞ

辺縁部の厚みは不均一。背
面中央付近にﾊｹﾒが認めら
れる。鏡面部片縁部にﾖｺﾅ
ﾃﾞ+ﾊｹﾒが残る。

土鈴 約1/4 高:(3.0) 浅黄橙色
精緻。1㎜以下の
砂粒を僅かに含む

良

外面:丁寧なﾅ
ﾃﾞ 内面:ｼﾎﾞﾘ
痕,丁寧なﾖｺﾅ
ﾃﾞ

外面に沈線あり。

土錘
ほぼ完

形

長:(4.2)
幅:(0.95)
厚:(0.85)

明赤褐色
精緻。1㎜以下の
砂粒を極僅かに含
む

良 表面の摩滅が著しい。

（出土土製品観察表）
出土遺構 挿図

番号
図
版
番

器種 備考色調 胎土 焼成
成形・調整技

法
法量

(残存)㎝
残存 重量ｇ
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所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号

  こいたいやしき

 小板井屋敷
    　いせき

　遺跡５

  ふくおかけん
  福岡県
  おごおりし

  小郡市
   こいたい

  小板井 

40216

33°

23′

28″

130°

33′

52″

2013.1.12
～
2013.5.18

880㎡ 集合住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小板井屋敷 
遺跡５ 集落

弥生時代
平安・鎌倉・室町時代

江戸時代

甕棺　１基
祭祀土坑　５基
住居跡　29 軒
土坑　41 基
井戸　５基

周溝状遺構　１条
溝　28 条

弥生土器
須恵器
土師器
陶磁器
石器

土製品
等

要約

　小板井屋敷遺跡の第５次調査は、調査区をＡ区、Ｂ区、Ｃ区、Ｄ区に分けて調査を行った。
Ａ区は、主に弥生中期中葉と後期終末の住居跡を検出した。Ｂ区は、小児甕棺を 1 基、祭祀
土坑を 5 基検出した。いずれも弥生中期前葉～中葉と比定される。Ｃ区もＡ区同様、同時期
の住居跡を数多く検出した。Ｄ区は、弥生時代の土坑や、中世の井戸、土坑を多く検出している。
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